
１
０
歳
未
満
初
、
北
海
道
と
埼
玉

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
１
９
）
が
拡
大
す
る
中
、

北
海
道
は
２
１
日
、
中
富
良
野
町
に
住
む
１
０
歳
未
満
と
１
０
代
の
小
学
生
の
兄
弟
が

新
型
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
と
発
表
し
た
。
埼
玉
県
も
県
内
在
住
の
未
就
学
男
児
の
感

染
を
明
ら
か
に
し
た
。
国
内
で
１
０
歳
未
満
の
感
染
発
覚
は
初
め
て
。
兄
弟
が
通
う
小

学
校
は
同
日
午
後
の
授
業
を
中
止
し
、
約
２
０
０
人
を
緊
急
下
校
さ
せ
た
。
文
部
科
学

省
は
道
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
休
校
な
ど
の
措
置
を
要
請
。
子
ど
も
へ
の
感
染
拡
大
の

可
能
性
を
見
据
え
、
学
校
や
保
育
現
場
で
の
防
止
策
が
課
題
と
な
る
。

子
ど
も
の
感
染
相
次
ぐ

で
「
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
需
要
低
下

と
な
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
懸

念
し
た
。

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
損

失
の
う
ち
約
半
分
は
「
震
源

地
」
で
あ
る
中
国
の
国
内
市

場
が
占
め
る
。
航
空
会
社
の

多
く
は
、
経
済
成
長
が
続
く

中
国
な
ど
ア
ジ
ア
路
線
を
拡

充
し
て
お
り
、
事
業
戦
略
の

見
直
し
を
迫
ら
れ
る
可
能
性

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
＝

松
尾
聡
志
】
国
際
航
空
運
送

協
会
（
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
は
２
０

日
、
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
が
直
撃
し
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
の
航
空
会
社
が

２
０
２
０
年
に
計
２
７
８
億

ド
ル
（
約
３
兆
１
千
億
円
）

の
損
失
を
被
る
と
の
試
算
を

公
表
し
た
。
世
界
的
な
運
航

停
滞
が
避
け
ら
れ
ず
、
声
明

リ
ー
マ
ン
以
来
の
需
要
低
下
か

日
に
帰
国
し
た
。
重
症
化
は

し
て
い
な
い
。
父
親
か
ら
感

染
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

中
富
良
野
小
に
よ
る
と
、

２
１
日
午
後
０
時
４
０
分
ご

ろ
、
兄
弟
の
保
護
者
か
ら
感

染
し
た
と
の
連
絡
が
あ
っ

た
。
学
校
に
は
各
学
年
１
ク

ラ
ス
と
特
別
支
援
学
級
が
あ

り
、
緊
急
下
校
時
に
マ
ス

ク
約
２
５
０
枚
を
全
児
童
に

配
布
、
教
職
員
ら
が
手
分
け

し
て
校
内
の
ト
イ
レ
や
ド
ア

ノ
ブ
、
教
室
内
な
ど
を
ア
ル

コ
ー
ル
除
菌
し
た
。

　

文
科
省
は
２
１
日
、
同
小

に
つ
い
て
、
休
校
や
学
級
閉

鎖
な
ど
の
臨
時
休
業
措
置
を

取
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の

見
解
を
道
教
委
に
伝
え
た
。

も
あ
る
。

　

Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
こ
れ
ま
で
、

２
０
年
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
の
年
間
旅
客
需
要
を
前
年

比
４
・
８
％
増
と
見
込
ん
で

い
た
。
だ
が
中
国
本
土
や
香

港
を
結
ぶ
便
の
欠
航
が
広
が

り
、
一
転
し
て
８
・
２
％
減

に
な
る
と
下
方
修
正
し
た
。

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
、
デ
ル

タ
航
空
、
ア
メ
リ
カ
ン
航
空

の
米
航
空
大
手
３
社
は
米
国

と
中
国
を
結
ぶ
便
を
一
時
停

止
。
韓
国
の
ア
シ
ア
ナ
航
空

は
中
国
便
や
東
南
ア
ジ
ア
便

の
収
益
の
大
幅
減
少
が
経
営

の
重
し
に
な
っ
て
い
る
。

　

北
米
や
欧
州
な
ど
を
含

む
世
界
全
体
の
損
失
は

２
９
３
億
ド
ル
に
上
る
と
推

測
。世
界
全
体
の
需
要
も
４
・

１
％
増
か
ら
０
・
６
％
減
に

落
ち
込
む
見
通
し
だ
。
た
だ

声
明
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
今
後
の
展
開
は
正

確
に
は
分
か
ら
な
い
」
と
、

詳
細
な
分
析
は
時
期
尚
早
と

の
見
方
を
示
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

業
界
試
算
、
ア
ジ
ア
直
撃

授
業
中
止
、
拡
大
防
止
課
題
に

Ｎ
Ｙ
円
、
一
時
１
１
２
円
２
３
銭

日
本
経
済
懸
念
で
売
り

（１） ２０２０年第５４３４号  ２月 ２２日 （土曜日）

肺
炎
で
航
空
会
社
損
失
３
兆
円

肺
炎
で
航
空
会
社
損
失
３
兆
円

十勝川河口付近の海岸に打ち上げられ、朝日を浴びて輝く氷の塊「ジュ
エリーアイス」＝２１日朝、北海道豊頃町（共同）

新型コロナ
ウ イ ル ス

濃
厚
接
触
者
は
施
設
に
移
動

ク
ル
ー
ズ
客
ら
下
船
終
了
へ

染
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

国
内
で
１
０
歳
未
満
の
感
染

が
判
明
す
る
の
は
初
め
て
。

も
う
１
人
は
４
０
代
の
女
性

で
、
新
千
歳
空
港
の
検
疫
官

だ
っ
た
。

　

ク
ル
ー
ズ
船
で
は
、
各
国

政
府
の
チ
ャ
ー
タ
ー
機
を
待

つ
外
国
人
ら
は
待
機
が
続
く

見
込
み
。
茂
木
敏
充
外
相
は

記
者
会
見
で
、
こ
れ
ま
で
に

計
７
５
９
人
が
出
国
し
た
と

明
ら
か
に
し
た
。
船
に
残
る

乗
員
の
扱
い
は
運
航
会
社
と

調
整
す
る
。
乗
客
ら
は
１
９

日
に
は
４
４
３
人
、
２
０
日

に
は
２
７
４
人
が
下
船
し
て

い
た
。

　

ウ
イ
ル
ス
検
査
で
は
２
０

日
ま
で
に
計
６
３
４
人
の
感

染
を
確
認
。同
日
、乗
客
だ
っ

た
神
奈
川
県
の
８
７
歳
男
性

と
東
京
都
の
８
４
歳
女
性
が

死
亡
し
た
。
２
人
と
も
陽
性

だ
っ
た
。
重
症
者
は
日
本
人

１
４
人
を
含
む
４
０
〜
８
０

代
の
男
女
計
２
８
人
い
る
。

う
ち
陽
性
は
２
７
人
で
陰
性

　
【
共
同
】
ク
ル
ー
ズ
船
「
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ

ス
」
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
集
団
感
染
で
、
ウ
イ
ル
ス

検
査
の
結
果
、
陰
性
だ
っ
た

乗
客
ら
が
２
１
日
、
下
船
し

た
。
対
象
は
最
大
約
４
５
０

人
。
１
９
日
か
ら
３
日
目
と

な
り
、
下
船
業
務
は
こ
の
日

の
う
ち
に
終
了
す
る
見
込

み
。
加
藤
勝
信
厚
生
労
働
相

は
「
一
つ
の
区
切
り
と
言
え

る
」
と
述
べ
た
。
た
だ
濃
厚

道
教
委
な
ど
は
、
連
休
明
け

の
２
５
日
以
降
の
授
業
再
開

に
つ
い
て
協
議
し
、
判
断
す

る
。

　

鈴
木
直
道
・
道
知
事
は
学

校
名
を
公
表
し
た
理
由
に
つ

い
て
「
公
衆
衛
生
上
の
必
要

性
と
、
個
人
情
報
の
保
護
を

比
較
考
慮
し
て
ケ
ー
ス
ご
と

に
判
断
す
る
。
同
意
を
得
て

お
り
、
公
表
す
る
こ
と
が
適

切
と
考
え
た
」
と
述
べ
た
。

　

北
海
道
は
２
１
日
、
千
歳

市
に
住
む
小
樽
検
疫
所
千
歳

空
港
検
疫
所
支
所
の
４
０
代

女
性
検
疫
官
の
感
染
も
発
表

し
た
。
状
態
は
安
定
し
て
い

る
。

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】

米
有
力
誌
タ
イ
ム
と
ニ
ュ
ー

ズ
ウ
ィ
ー
ク
は
２
０
日
ま
で

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
が
続
く
中
、
夏

Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
バ
ッ
ハ
会
長
（
中
央
）
と
面
会
し
た
東
北
３
県

の
中
高
生
＝
９
日
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
（
共
同
）

海
外
研
修
、
受
け
入
れ
先
拒
否

広
が
る
影
響
、
修
学
旅
行
も

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同

＝
吉
無
田
修
】
２
０
日
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
外
国
為
替
市

場
の
円
相
場
は
、
日
本
経
済

の
先
行
き
懸
念
を
背
景
に
円

を
売
っ
て
ド
ル
を
買
う
取
引

が
優
勢
と
な
り
、
一
時
、
１

ド
ル
＝
１
１
２
円
２
３
銭
を

つ
け
た
。
昨
年
４
月
下
旬
以

来
、
約
１
０
カ
月
ぶ
り
の
円

安
ド
ル
高
水
準
。

　

こ
の
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
へ
の

警
戒
感
か
ら
投
資
家
が
リ
ス

ク
回
避
姿
勢
を
強
め
、
安
全

資
産
と
さ
れ
る
金
や
米
国
債

が
買
わ
れ
、
米
株
価
は
下
げ

た
。
こ
れ
ま
で
な
ら
為
替
市

場
で
円
は
買
わ
れ
る
局
面
だ

が
、「
円
は
安
全
通
貨
」
と

の
見
方
が
揺
ら
い
で
い
る
。

　

日
本
経
済
が
消
費
税
増
税

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
景
気
後
退

入
り
の
可
能
性
が
懸
念
さ
れ

る
一
方
で
、
米
経
済
は
堅
調

に
推
移
し
て
い
る
と
の
見
方

か
ら
円
が
売
ら
れ
た
。

　

午
後
５
時
現
在
、
前
日
比

７
７
銭
円
安
ド
ル
高
の
１
ド

ル
＝
１
１
２
円
０
７
〜
１
７

銭
を
つ
け
た
。
ユ
ー
ロ
は
１

接
触
者
や
乗
員
へ
の
対
応
は

今
後
も
続
く
と
し
て
い
る
。

　

厚
労
省
に
よ
る
と
、
こ
れ

ま
で
船
内
待
機
す
る
と
し
て

い
た
感
染
者
と
同
室
だ
っ
た

濃
厚
接
触
者
１
０
０
人
超
も

下
船
し
、
国
の
用
意
し
た
施

設
に
移
動
す
る
と
し
た
。

　

国
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
止
ま

ら
ず
、
北
海
道
で
は
１
０
歳

未
満
と
１
０
代
の
小
学
生
の

男
児
２
人
を
含
む
３
人
が
感

　

千
葉
県
柏
市
の
麗
沢
中

は
、
今
月
２
３
日
〜
３
月
５

日
に
予
定
し
て
い
た
３
年
生

の
海
外
研
修
を
中
止
す
る
と

決
め
た
。
同
校
を
運
営
す
る

学
校
法
人
は
「
生
徒
の
健
康

や
安
全
を
第
一
に
考
え
て
判

断
し
た
」
と
説
明
す
る
。

　

生
徒
は
英
国
で
四
つ
の
学

校
に
分
か
れ
て
研
修
す
る
予

そ
の
後
も
コ
メ
離
れ
や
食
生

活
の
変
化
を
背
景
に
自
給
率

は
下
落
基
調
が
続
き
、
１
８

年
度
は
過
去
最
低
水
準
の

３
７
％
に
落
ち
込
ん
で
い

る
。
骨
子
案
で
は
、
今
後
の

消
費
の
見
通
し
を
踏
ま
え
て

目
標
値
を
見
直
す
と
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
は
飼
料
の
多

く
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る

が
、
現
行
基
準
で
は
国
内
で

生
産
し
た
牛
肉
や
豚
肉
で
も

輸
入
飼
料
を
与
え
た
も
の
は

自
給
率
に
反
映
さ
れ
な
い
。

新
た
な
計
画
で
は
、
輸
入
飼

料
を
与
え
た
畜
産
物
も
「
国

産
」
と
み
な
す
別
の
指
標
も

導
入
す
る
。

　

国
内
市
場
の
縮
小
に
対
応

し
、
農
林
水
産
物
・
食
品
の

輸
出
拡
大
で
農
家
の
所
得
向

上
を
図
る
。
こ
れ
ま
で
政
府

目
標
を
１
兆
円
と
し
て
き
た

が
、
新
た
な
目
標
を
基
本
計

画
に
盛
り
込
ん
だ
上
で
、
輸

出
や
加
工
・
業
務
用
に
向
く

野
菜
や
果
樹
な
ど
、
高
収
益

作
物
へ
の
転
換
を
後
押
し
す

る
。

　

減
少
が
続
く
農
業
者
の
確

保
で
は
、
経
営
改
善
を
目
指

　
【
共
同
】
農
林
水
産
省
は

２
１
日
、
農
業
政
策
の
基
本

指
針
「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
」
の
改
定
に
向
け

た
有
識
者
会
議
を
開
き
、
今

後
１
０
年
の
長
期
指
標
と
な

る
新
た
な
基
本
計
画
の
骨
子

案
を
提
示
し
た
。
低
迷
が
続

く
食
料
自
給
率
で
２
０
３
０

年
度
に
向
け
た
新
た
な
目
標

を
設
定
す
る
こ
と
や
、
農
林

水
産
物
・
食
品
の
輸
出
対
策

の
強
化
が
柱
。
具
体
的
な
数

値
な
ど
計
画
の
詳
細
を
詰
め

た
上
で
、
３
月
の
閣
議
決
定

を
目
指
す
。

　

基
本
計
画
は
５
年
ご
と
に

見
直
し
て
お
り
、
１
５
年
３

月
の
改
定
で
は
、
カ
ロ
リ
ー

食
料
自
給
率
で
新
目
標
策
定
へ

農
政
指
針
改
定
で
骨
子
案

定
だ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
２

校
が
「
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
の

受
け
入
れ
を
断
り
た
い
」
と

の
意
向
を
示
し
た
と
い
う
。

　

保
護
者
の
男
性
（
４
８
）

＝
千
葉
県
浦
安
市
＝
は
「
子

ど
も
は
非
常
に
落
胆
し
て
い

て
か
わ
い
そ
う
だ
」
と
し
な

が
ら
も
「
現
地
で
差
別
的
な

扱
い
を
受
け
て
傷
つ
く
可
能

性
も
あ
る
。
ウ
イ
ル
ス
の
拡

散
を
防
ぐ
と
い
う
考
え
方
は

理
解
で
き
、
中
止
は
仕
方
な

い
」
と
話
し
た
。

　

岡
山
県
立
岡
山
大
安
寺

中
等
教
育
学
校
（
岡
山
市
）

は
３
月
６
日
か
ら
２
週
間
、

東
京
五
輪
開

催
に
懸
念

米
有
力
２
誌
、
政
経
も
打
撃

ユ
ー
ロ
＝
１
・
０
７
７
９
〜

８
９
ド
ル
、
１
２
０
円
８
６

〜
９
６
銭
だ
っ
た
。

　

２
０
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

金
先
物
相
場
は
６
営
業
日
続

伸
し
、
取
引
の
中
心
と
な

る
４
月
渡
し
が
前
日
比
８
・

７
０
ド
ル
高
の
１
オ
ン
ス
＝

１
６
２
０
・
５
０
ド
ル
で
取

引
を
終
え
た
。
中
心
限
月
の

終
値
と
し
て
は
２
０
１
３
年

２
月
以
来
、
約
７
年
ぶ
り
の

高
値
水
準
。

　

一
方
、
円
安
は
日
本
の
輸

出
企
業
に
と
っ
て
は
業
績
の

押
し
上
げ
要
因
と
な
る
可
能

性
も
あ
る
。
２
１
日
の
東
京

株
式
市
場
は
一
時
、
１
０
０

円
超
上
昇
し
た
。
ト
ラ
ン
プ

米
政
権
は
巨
額
の
貿
易
赤
字

が
１
人
と
い
う
。

　

１
月
末
に
香
港
で
下
船

し
た
香
港
人
男
性
の
感
染

が
判
明
し
、
厚
労
省
が
約

３
７
０
０
人
い
た
乗
客
乗
員

全
員
に
検
疫
を
実
施
。
感
染

が
確
認
さ
れ
た
今
月
５
日
か

ら
健
康
観
察
期
間
が
過
ぎ
る

１
９
日
ま
で
、
陽
性
が
確
認

さ
れ
船
外
に
搬
送
さ
れ
た
患

者
ら
を
除
く
人
に
は
客
室
待

機
を
要
請
し
て
い
た
。

　
【
共
同
】
宮
内
庁
は
２
１

日
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の

長
女
愛
子
さ
ま
（
１
８
）
が

今
春
、
学
習
院
女
子
高
等
科

を
卒
業
後
、
学
習
院
大
に
進

学
す
る
と
発
表
し
た
。
文
学

部
日
本
語
日
本
文
学
科
で
学

ぶ
と
い
う
。
天
皇
陛
下
も
学

習
院
大
文
学
部
を
卒
業
さ
れ

て
い
る
。

　

宮
内
庁
に
よ
る
と
、
愛
子

さ
ま
は
内
部
進
学
が
認
め
ら

れ
、
４
月
に
学
習
院
大
に
入

学
す
る
。

　

愛
子
さ
ま
は
学
習
院
幼
稚

園
か
ら
初
等
科
を
経
て
、
女

子
中
、
高
等
科
で
学
ん
だ
。

中
高
で
は
友
人
ら
と
運
動
会

や
文
化
祭
な
ど
の
行
事
に
熱

心
に
取
り
組
み
、
活
発
な
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

　

最
近
は
映
画
鑑
賞
や
大
相

撲
観
戦
な
ど
両
陛
下
の
活
動

に
同
行
す
る
こ
と
が
多
く
、

将
来
は
単
独
で
の
公
務
が
期

待
さ
れ
る
。

　

天
皇
陛
下
も
幼
稚
園
か
ら

学
習
院
に
通
い
、
学
習
院
大

で
は
文
学
部
史
学
科
に
在

籍
、
卒
業
後
は
英
国
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
に
留
学
し

た
。
愛
子
さ
ま
は
高
等
科
２

年
の
夏
に
英
国
の
イ
ー
ト
ン

校
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に

参
加
し
、
将
来
は
留
学
を
視

野
に
入
れ
て
い
る
と
み
ら
れ

る
。

　

道
な
ど
に
よ
る
と
、
感
染

し
た
兄
弟
は
町
立
中
富
良
野

小
に
通
学
。
１
５
日
に
弟
が

３
７
・
７
度
の
熱
を
出
し
、

兄
も
１
８
日
に
３
７
・
７
度

の
熱
が
出
た
た
め
、
い
ず
れ

も
１
９
日
に
入
院
し
た
。
２

人
は
２
１
日
に
陽
性
と
分

か
っ
た
が
、
回
復
に
向
か
っ

て
い
る
。
直
近
の
海
外
渡
航

歴
は
な
く
、
道
は
行
動
歴
や

濃
厚
接
触
者
を
調
査
し
て
い

る
。

　

埼
玉
県
の
未
就
学
児
は
、

既
に
感
染
が
確
認
さ
れ
た

４
０
代
の
父
親
と
、
中
国
湖

北
省
武
漢
市
か
ら
政
府
の

チ
ャ
ー
タ
ー
機
で
１
月
３
０

　

厚
生
労
働
省
は
、
子
ど
も

の
感
染
に
関
し
、
重
症
化
す

る
根
拠
は
な
い
と
し
た
上
で

「
文
科
省
と
連
携
し
て
、
学

校
現
場
な
ど
が
混
乱
し
な
い

よ
う
な
情
報
を
適
切
に
周
知

す
る
」
と
し
た
。

　

子
ど
も
３
人
に
加
え
、
神

奈
川
や
愛
知
、
石
川
な
ど
で

も
計
９
人
の
新
た
な
感
染
が

確
認
さ
れ
た
。
国
内
で
報
告

さ
れ
た
感
染
者
数
は
合
計
で

７
４
０
人
と
な
っ
た
。
ク

ル
ー
ズ
船「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・

プ
リ
ン
セ
ス
」
で
は
乗
客
の

下
船
が
続
き
、
１
９
日
か
ら

３
日
間
で
９
７
０
人
が
船
を

下
り
た
。

ベ
ー
ス
の
食
料
自
給
率
を

５
０
％
に
向
上
さ
せ
る
と
し

て
き
た
従
来
目
標
を
４
５
％

に
引
き
下
げ
た
。
し
か
し
、

流
行
が
長
期
化
す
れ
ば
、
夏

の
旅
行
シ
ー
ズ
ン
に
影
響
が

及
び
、
損
失
が
さ
ら
に
膨
ら

む
の
は
必
至
だ
。
出
張
自
粛

や
テ
レ
ワ
ー
ク（
在
宅
勤
務
）

導
入
の
広
が
り
が
、
需
要
の

下
押
し
に
拍
車
を
掛
け
る
可

能
性
も
あ
る
。

　

全
日
本
空
輸
は
２
１
日
、

日
本
と
中
国（
香
港
を
除
く
）

を
結
ぶ
路
線
の
３
月
の
予
約

数
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
昨

年
２
月
の
同
じ
こ
ろ
と
比
べ

約
８
割
減
少
し
て
い
る
と
明

ら
か
に
し
た
。

の
東
京
五
輪
が
予
定
通
り
に

開
催
で
き
る
か
ど
う
か
懸
念

す
る
声
が
専
門
家
ら
か
ら
出

て
い
る
と
報
じ
た
。
タ
イ
ム

は
「
五
輪
は
ウ
イ
ル
ス
の
犠

牲
に
な
る
か
？
」と
の
題
で
、

ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
は
「
五

輪
は
キ
ャ
ン
セ
ル
か
？
」
と

の
見
出
し
で
、
そ
れ
ぞ
れ
電

子
版
に
掲
載
し
た
。

　

タ
イ
ム
は
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ　

ｂ
ｙ

　

Ｅ
ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
感
動

で
、
私
た
ち
は
一
つ
に
な

る
）」
に
触
れ
「
今
、
世
界

を
つ
な
げ
て
い
る
の
は
（
ウ

イ
ル
ス
へ
の
）
恐
怖
だ
」
と

指
摘
。
中
止
や
開
催
地
変
更

の
場
合
、
日
本
経
済
へ
の
影

響
は
計
り
知
れ
ず
、
安
倍
晋

三
首
相
へ
の
政
治
的
打
撃
も

大
き
い
と
分
析
し
た
。

　

同
誌
は
、
日
本
は
ク
ル
ー

ズ
船
の
乗
客
の
感
染
も
含
め

れ
ば
世
界
第
２
の
感
染
国
と

説
明
。
ま
た
五
輪
招
致
の
際

に
放
射
性
物
質
問
題
の
解
決

を
う
た
い
な
が
ら
、
環
境
保

護
団
体
か
ら
は
今
も
影
響
を

指
摘
さ
れ
て
い
る
と
し
て

「
ウ
イ
ル
ス
は
五
輪
に
影
響

し
な
い
」
と
す
る
日
本
政
府

の
主
張
は
「
疑
い
を
持
っ
て

受
け
止
め
ら
れ
る
」と
し
た
。

　

さ
ら
に
中
止
な
ど
の
場
合

は
「
複
数
国
に
よ
る
代
替
開

催
が
最
も
あ
り
得
る
シ
ナ
リ

オ
」
と
の
専
門
家
の
声
を
紹

介
。
一
方
、
既
に
巨
額
の
費

用
を
投
じ
て
い
る
米
テ
レ
ビ

局
な
ど
は
予
定
通
り
の
実
施

を
強
く
求
め
る
だ
ろ
う
と
予

測
し
た
。

（
２
０
）
は
「
珍
し
い
風
景

で
驚
い
た
。
き
れ
い
に
光
っ

て
い
て
、
早
朝
に
来
た
か
い

が
あ
っ
た
」と
笑
顔
だ
っ
た
。

愛
子
さ
ま
学
習

院
大
進
学
へ

陛
下
と
同
じ
文
学
部

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎
の
拡
大

を
受
け
、
各
地
の
学
校
で
修

学
旅
行
や
海
外
で
の
研
修
を

中
止
し
た
り
、
延
期
し
た
り

す
る
ケ
ー
ス
が
相
次
い
で
い

る
。
受
け
入
れ
先
か
ら
断
ら

れ
た
学
校
も
あ
り
、
今
後
も

影
響
が
広
が
る
可
能
性
が
あ

る
。

の
一
因
と
し
て
、
貿
易
相
手

国
の
通
貨
安
誘
導
が
あ
る
と

み
な
し
て
お
り
、
円
安
進
行

が
目
立
て
ば
日
本
に
圧
力
を

か
け
る
恐
れ
も
あ
る
。

す
農
業
者
を
担
い
手
と
し
て

育
成
し
、
農
地
の
集
積
を
進

め
る
と
と
も
に
、
所
有
者
不

明
の
農
地
対
策
に
も
取
り
組

む
。
先
端
技
術
を
活
用
し
た

ス
マ
ー
ト
農
業
や
生
産
デ
ー

タ
の
集
約
を
進
め
、
労
働
力

不
足
に
対
応
す
る
。

が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
一
帯
を

覆
っ
て
い
る
。
２
１
日
は
朝

日
を
浴
び
て
宝
石
の
よ
う
に

輝
く
光
景
を
目
当
て
に
、
早

朝
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
て

い
た
。

　

豊
頃
町
な
ど
に
よ
る
と
、

十
勝
川
で
で
き
た
氷
が
太
平

洋
に
流
れ
出
し
、
波
に
打
ち

上
げ
ら
れ
て
海
岸
に
戻
っ
て

く
る
。
例
年
は
１
月
中
旬
か

ら
３
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
見
ら

れ
る
が
、
今
年
は
暖
冬
の

影
響
で
、
氷
が
打
ち
上
が
る

時
期
が
少
し
遅
か
っ
た
と
い

う
。
地
元
の
写
真
愛
好
家

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
中
心
と
し
た
研
修

を
実
施
す
る
計
画
だ
っ
た
。

し
か
し
、
現
地
で
の
受
け
入

れ
先
が
十
分
確
保
で
き
な
い

こ
と
や
、
国
内
で
感
染
が
広

が
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え

て
延
期
を
決
め
た
。

　

沖
縄
県
で
は
、
県
立
高
５

校
が
台
湾
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

へ
の
修
学
旅
行
を
中
止
。
県

教
育
委
員
会
に
よ
る
と
、
県

立
高
の
修
学
旅
行
は
３
月
上

旬
に
集
中
し
て
い
る
が
、
学

校
に
よ
っ
て
判
断
が
分
か
れ

て
い
る
と
い
う
。

浦
島
久
さ
ん
（
６
７
）
が

２
０
１
２
年
に
名
付
け
た
。

　

友
人
と
訪
れ
た
札
幌
市

の
大
学
生
伊
藤
圭
汰
さ
ん

氷
の
「
宝
石
」
海
岸
覆
う

北
海
道
豊
頃
町

　
【
共
同
】
北
海
道
豊
頃
町

の
十
勝
川
河
口
近
く
の
海
岸

に
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
氷
の

塊
「
ジ
ュ
エ
リ
ー
ア
イ
ス
」



家
政
婦
発
言
も
謝
罪
さ
せ
る

　

昨
年
、
４
年
ぶ
り
に
Ｓ
Ｐ

グ
ル
ー
プ
に
復
帰
し
た
ば
か

り
の
ヴ
ィ
ラ
ド
ウ
ロ
を
い
き

な
り
２
位
に
押
し
上
げ
た
カ

リ
ス
マ
・
カ
ル
ナ
ヴ
ァ
レ
ス
コ

の
パ
ウ
ロ
・
バ
ロ
ス
は
、
１

年
で
ヴ
ィ
ラ
ド
ウ
ロ
を
去
り
、

２
０
１
０
、１
２
、１
４
年
と

３
度
の
優
勝
を
分
か
ち
合
っ

た
古
巣
ウ
ニ
ド
ス
・
ダ
・
チ

ジ
ュ
ッ
カ
に
戻
っ
た
。
今
年
の

チ
ジ
ュッ
カ
の
エ
ン
レ
ド
は「
夢

の
住
む
場
所
」
で
、
リ
オ
の

街
並
み
の
美
し
さ
を
表
現
し

た
も
の
に
な
る
と
い
う
。
過

去
に
「
人
体
や
ぐ
ら
」
や
ド

ロ
ー
ン
を
飛
ば
す
な
ど
、
奇

抜
な
演
出
を
行
っ
て
き
た
バ
ロ

ス
が
何
を
繰
り
出
す
か
が
見

も
の
だ
。
出
番
は
２
日
目
の

０
時
３
０
分
頃
だ
。

　
こ
こ
６
年
連
続
で
５
位
以

上
と
、
か
つ
て
の
全
盛
期
に

近
い
安
定
感
を
取
り
戻
し
て

き
て
い
る
名
門
ポ
ル
テ
ー
ラ

は
今
年
、
か
つ
て
の
サ
ル
ゲ
イ

ロ
の
名
カ
ル
ナ
ヴ
ァ
レ
ス
コ
、

ラ
ジ
ェ
夫
婦
を
迎
え
、
３
年

ぶ
り
の
優
勝
を
狙
う
。
エ
ン

レ
ド
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の

到
着
前
か
ら
リ
オ
に
住
ん
で

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
と
パ
ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
経
済
相
の
間
に
微
妙
な
隙
間
風
が
吹

き
始
め
て
お
り
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
経
済
相
に
今
年
は
２
％
以
上
の
国
内
総

生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
成
長
達
成
を
求
め
て
い
る
と
、
２
１
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
（
Ｆ
）

紙
が
報
じ
た
。

と
伯
字
メ
デ
ィ
ア
は
見
て
い

る
。

　

大
統
領
に
近
い
筋
に
よ
る

と
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は

ゲ
デ
ス
経
済
相
に
、「
今
年
は

Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
％
成
長
だ
ぞ
」
と

念
を
押
し
、
経
済
相
は
そ
れ

に
同
意
、
２
％
以
上
は
可
能

と
答
え
た
と
い
う
。

　

ま
た
、「
公
務
員
は
寄
生

虫
」
発
言
と
、「
家
政
婦
が

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行
け
た

時
代
が
異
常
だ
っ
た
」
発
言

で
ゲ
デ
ス
経
済
相
が
批
判
を

浴
び
、
行
政
改
革
の
進
行
を

自
分
で
妨
げ
て
い
る
事
も
大

統
領
の
苛
立
ち
の
理
由
の
一つ

だ
。

　

大
統
領
関
係
者
は
、
ゲ
デ

ス
経
済
相
に
公
の
場
で
謝
罪

す
る
よ
う
に
求
め
た
。
経
済

相
は
最
初
は
こ
れ
を
断
っ
た

が
、
結
局
、
２
０
日
に
な
っ

て
、「
も
し
、
誰
か
を
怒
ら
せ
、

傷
つ
け
た
の
な
ら
謝
り
た
い
」

と
形
ば
か
り
の
謝
罪
を
行
っ

た
。

　

Ｆ
紙
に
よ
る
と
、
脆
弱

な
経
済
指
標
が
今
年
も
続

く
と
、
企
業
家
、
投
資
家

た
ち
が
政
権
を
見
限
り
、

　

昨
晩
か
ら
聖
市
ア
ニ
ェ
ン

ビ
で
、
カ
ー
ニ
バ
ル
の
デ
ス

フ
ィ
ー
レ
（
パ
レ
ー
ド
）
が

は
じ
ま
っ
て
い
る
が
、
２
０

日
か
ら
引
き
続
い
て
天
候
は

ぐ
ず
つ
い
た
ま
ま
。
先
週
の

月
曜
日
（
１
０
日
）
に
記
録

的
な
大
雨
を
記
録
し
た
ば
か

り
だ
と
い
う
の
に
、
２
０
日

２
０
２
２
年
の
大
統
領
選
挙

で
別
の
候
補
者
に
鞍
替
え
す

る
の
で
は
な
い
か
と
、
大
統

領
は
心
配
し
て
い
る
。
Ｆ
紙

は
そ
う
な
っ
た
場
合
の
候
補

者
と
し
て
、
ジ
ョ
ア
ン
・
ド

リ
ア
聖
州
知
事
（
民
主
社
会

党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
や
Ｔ
Ｖ
司

会
者
の
ル
シ
ア
ノ
・
フ
ッ
キ
氏

の
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
、

マ
イ
ナ
ス
で
こ
そ
な
い
も
の
の

煮
え
切
ら
な
い
経
済
成
長
の

ペ
ー
ス
、
今
も
２
桁
を
超
え

る
失
業
率
な
ど
が
、
２
２
年

大
統
領
選
は
お
ろ
か
、
今
年

の
統
一
地
方
選
で
も
反
対
勢

力
に
つ
つ
か
れ
る
要
因
と
な
る

こ
と
も
恐
れ
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は

１
８
日
に
ゲ
デ
ス
経
済
相
に

関
し
、「
彼
に
も
少
し
ば
か
り

問
題
は
あ
る
。
彼
は
う
っ
か

Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
％
実
現
を
要
求

い
た
先
住
民
を
称
え
た
「
グ

ア
ジ
ュ
ピ
ア
ー
」。
出
番
は
初

日
の
最
後
、
午
前
３
時
３
０

分
頃
だ
。

　

一
昨
年
優
勝
し
な
が
ら
、

昨
年
は
１
１
位
と
強
豪
ら
し

ド
で
は
、
２
０
１
８
年
に
射

殺
さ
れ
た
リ
オ
市
議
の
マ
リ

エ
レ
・
フ
ラ
ン
コ
氏
を
描
い

た
旗
を
振
る
な
ど
、
か
な
り

政
治
的
な
内
容
で
話
題
を
呼

ん
だ
が
、
今
年
の
エ
ン
レ
ド

の
題
は
「
真
理
は
あ
な
た
方

を
自
由
に
し
ま
す
」
で
、
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
そ
の
愛

や
赦
し
が
テ
ー
マ
だ
。
一
説
で

は
、
女
性
や
黒
人
の
姿
を
と
っ

た
キ
リ
ス
ト
も
登
場
す
る
と

か
。
出
番
は
初
日
の
２
３
時

３
０
分
頃
だ
。

　

明
日
２
３
日
（
日
）
夜

か
ら
２
４
日
未
明
、
２
４
日

（
月
）
夜
か
ら
２
５
日
未
明

に
、
リ
オ
の
サ
プ
カ
イ
の
サ

ン
ボ
ー
ド
ロ
モ
で
、
リ
オ
の

カ
ー
ニ
バ
ル
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
（
デ

ス
フ
ィ
ー
レ
）
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
模
様
は
グ
ロ
ー
ボ
局
で

生
中
継
さ
れ
る
が
、
注
目
エ

ス
コ
ー
ラ
の
今
年
の
エ
ン
レ
ド

（
テ
ー
マ
）
は
以
下
の
通
り

だ
。

　

ま
ず
、
昨
年
の
大
会
で
は

満
点
で
優
勝
を
飾
り
、「
名

門
復
活
」
を
印
象
付
け
た
マ

ン
ゲ
イ
ラ
。
昨
年
の
パ
レ
ー 各

エ
ス
コ
ー
ラ
の
み
ど
こ
ろ
は

聖
市
カ
ー
ニ
バ
ル
に
ガ
ロ
！

趣
向
を
変
え
た
マ
ン
ゲ
イ
ラ
な
ど

か
ら
ぬ
成
績
に
終
わ
っ
た
ベ

イ
ジ
ャ
・
フ
ロ
ー
ル
は
、
威
信

回
復
を
狙
い
、「
も
し
、
こ
の

道
が
私
の
も
の
だ
っ
た
ら
」
と

い
う
エ
ン
レ
ド
で
挑
む
。
出

番
は
２
日
目
最
後
の
午
前
２

時
３
０
分
頃
だ
。

　

ま
た
、
今
年
は
エ
ン
レ
ド

に
黒
人
、
先
住
民
を
選
ん
だ

エ
ス
コ
ー
ラ
が
多
く
、
名
門

サ
ル
ゲ
イ
ロ
が
伝
説
の
黒
人

ピ
エ
ロ
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
デ
・

オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
を
顕
彰
す
る

他
、
モ
シ
ダ
ー
デ
・
イ
ン
デ

ペ
ン
デ
ン
テ
が
９
０
歳
の
現

在
も
現
役
で
か
つ
政
治
的
な

こ
と
で
も
有
名
な
黒
人
女
性

歌
手
の
エ
ル
ザ
・
デ
ウ
ザ
・

ソ
ア
レ
ス
を
選
び
、
グ
ラ
ン

デ
・
リ
オ
が
「
カ
ン
ド
ン
ブ

レ
を
救
え
」
と
い
う
題
の
エ
ン

レ
ド
で
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
が
差
別
発
言
を
行
っ
た
キ

ロ
ン
ボ
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
も

注
目
さ
れ
る
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
、
当
初
の

見
込
み
よ
り
低
い
数
値
が
出

る
こ
と
が
濃
厚
な
こ
と
だ
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
、

「
自
分
に
は
経
済
の
こ
と
は

分
か
ら
な
い
」
と
ゲ
デ
ス
氏

に
経
済
問
題
を
丸
投
げ
し
た

経
緯
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
、

経
済
問
題
に
全
く
口
を
挟
ま

な
い
訳
で
は
な
か
っ
た
。
経

済
的
な
課
題
に
関
し
て
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
口
を
滑

ら
せ
、
ゲ
デ
ス
経
済
相
が
翌

日
打
ち
消
す
。
ま
た
は
そ
の

逆
に
、
ゲ
デ
ス
経
済
相
が
発

言
し
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領

が
そ
れ
を
打
ち
消
す
こ
と
も

し
ば
し
ば
だ
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
、

社
会
保
障
制
度
改
革
な
ど
、

自
分
が
完
全
に
は
納
得
し
て

い
な
い
こ
と
で
も
、「
ゲ
デ
ス

が
言
う
な
ら
」
と
実
行
し
て

き
た
の
に
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

が
低
い
ま
ま
で
は
、
ゲ
デ
ス

氏
に
任
せ
た
意
味
が
な
い
と

感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

昨年のマンゲイラのパレード（Tomaz Silva/Agencia Brasil）

最
後
の
仕
上
げ
を
行
っ
て
い

る
本
場
レ
シ
フ
ェ
の
ガ
ロ

（Jan Ribeiro/ Secult PE ‒ 
Fundarpe

）

ボウソナロ大統領（左）と、パウロ・ゲデス経済相（Antonio Cruz/Ag. Brasil）

地
方
選
控
え
焦
り
の
大
統
領
府

り
発
言
で
批
判
さ
れ
て
い
る

が
、
実
力
不
足
で
批
判
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
し

た
ミ
ス
な
ら
自
分
も
多
く
犯

し
て
き
た
。
ゲ
デ
ス
経
済
相

は
辞
任
を
口
に
し
て
な
ど
い

な
い
。
彼
は
政
権
最
後
の
日

ま
で
と
ど
ま
る
」
と
発
言
し

た
。

に
は
ま
た
、
大
聖
市
圏
の
多

く
で
洪
水
や
土
砂
崩
れ
を
伴

う
雨
が
降
り
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
７

号
線
は
部
分
的
に
運
行
が
止

ま
っ
た
上
、
２
１
日
も
終
日

雨
が
降
っ
た
。
今
日
２
２
日

の
降
水
予
測
は
３
ミ
リ
と
少

な
い
が
、
最
高
気
温
は
２
２

度
と
寒
く
な
り
、
そ
の
状
態

が
明
日
ま
で
続
く
た
め
、
晴

れ
間
が
の
ぞ
く
の
は
２
４
日

の
み
。
リ
オ
州
な
ど
も
寒
冷

前
線
に
よ
る
雨
が
残
る
と
の

予
想
も
。
多
く
の
人
は
せ
っ

か
く
の
カ
ー
ニ
バ
ル
休
暇
の

大
半
を
曇
り
空
の
下
で
過
ご

す
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

カ
ー
ニ
バ
ル
休
暇
中
は
遠

方
に
出
か
け
る
人
も
多
い
の

で
、
今
日
２
２
日
の
主
要

高
速
道
の
交
通
情
報
を
。
渋

滞
が
予
測
さ
れ
る
の
は
、
内

陸
方
面
行
き
は
、
ヅ
ッ
ト
ラ

街
道
が
７
〜
１
２
時
、
ア
イ

ル
ト
ン
・
セ
ナ
が
９
〜
１
２

時
、
ア
ニ
ャ
ン
ゲ
ー
ラ
が
８

〜
１
５
時
、
カ
ス
テ
ロ
・
ブ

ラ
ン
コ
が
８
〜
１
７
時
、
レ

ジ
ス
・
ビ
ッ
テ
ン
コ
ー
ト
が

７
〜
１
１
時
、フ
ェ
ル
ナ
ン
・

ジ
ア
ス
が
６
〜
１
６
時
ま

で
。
海
岸
方
面
行
き
は
、
タ

モ
イ
オ
ス
が
６
〜
１
４
時
、

ア
ン
シ
エ
ッ
タ
が
１
２
時
〜

２
１
時
ま
で
渋
滞
の
見
込
み

だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

カ
ー
ニ
バ
ル
期
間
中

（
２
６
日
正
午
ま
で
）
の
公

共
機
関
の
運
営
状
況
は
、
医

療
機
関
は
市
立
病
院
や
Ｕ
Ｐ

Ａ
を
含
む
救
急
病
院
、
一
部

の
Ａ
Ｍ
Ａ
が
毎
日
開
業
。
Ｕ

Ｂ
Ｓ
や
Ａ
Ｍ
Ａ
特
別
診
療
科

な
ど
は
個
々
に
確
認
が
必
要

だ
。
銀
行
は
期
間
中
閉
ま
る

が
、
郵
便
局
、
デ
ト
ラ
ン
、

プ
ロ
コ
ン
、
ポ
ウ
パ
テ
ン
ポ

は
２
２
日
の
み
営
業
（
ポ
ウ

パ
テ
ン
ポ
は
７
〜
１
３
時
）。

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
。

　
【
既
報
関
連
】
石
油
公
社

ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
（
Ｐ
Ｂ
）
が
、

肥
料
を
製
造
す
る
パ
ラ
ナ
州

の
子
会
社
ア
ラ
ウ
カ
リ
ア
・

ニ
ト
ロ
ジ
ェ
ナ
ー
ド
ス
（
Ａ

Ｎ
）
社
従
業
員
を
大
量
解

雇
し
た
こ
と
に
反
対
し
、
２

月
１
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
た

Ｐ
Ｂ
社
従
業
員
に
よ
る
ス
ト

が
２
０
日
で
一
旦
終
了
。
従

業
員
た
ち
は
２
１
日
か
ら
勤

務
に
戻
る
と
発
表
さ
れ
た
。

２
０
、２
１
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

パ
ラ
ナ
州
の
地
方
労
働
裁

判
所
が
、
大
量
解
雇
を
差
し

止
め
る
判
決
を
下
し
た
こ
と

と
、
労
働
高
裁
が
２
１
日
に

Ｐ
Ｂ
社
と
労
組
間
の
会
合
を

ひ
ら
く
こ
と
を
提
案
し
た
こ

と
で
、
ス
ト
を
主
導
し
て
き

た
石
油
労
統
一
連
盟
（
Ｆ
Ｕ

Ｐ
）
ら
が
、
２
０
日
に
ス
ト

中
断
を
決
議
し
た
。

　

労
組
側
は
、
こ
の
会
合
で

交
渉
が
進
展
し
な
け
れ
ば

再
開
も
辞
さ
な
い
と
し
て
い

る
。
今
回
の
ス
ト
は
２
０
日

間
続
き
、
３
２
日
間
続
い
た

１
９
９
５
年
に
次
ぐ
規
模
と

な
っ
た
。

　

Ｐ
Ｂ
は
Ａ
Ｎ
社
の
累
積
赤

字
が
２
０
億
レ
ア
ル
に
達
し

て
い
る
と
し
て
、
大
量
解
雇

の
正
当
性
を
主
張
し
た
。
Ｐ

Ｂ
の
ロ
ベ
ル
ト
・
カ
ス
テ
ロ
・

ブ
ラ
ン
コ
総
裁
は
２
０
日
、

２
０
１
９
年
の
収
益
は
過

去
最
高
の
４
０
１
億
レ
ア
ル

だ
っ
た
と
発
表
す
る
の
に
あ

わ
せ
、「
大
赤
字
を
抱
え
て
い

る
会
社
の
面
倒
を
い
つ
ま
で

も
見
て
い
ろ
と
い
う
の
は
理

不
尽
」
と
語
っ
た
。

　

同
総
裁
は
、
ロ
シ
ア
の
化

学
メ
ー
カ
ー
、
ア
ク
ロ
ン
と

Ａ
Ｎ
社
の
売
却
交
渉
を
行
っ

て
い
た
が
、
採
算
が
取
れ
な

い
と
し
て
交
渉
が
決
別
し
た

た
め
、
Ａ
Ｎ
社
の
休
眠
（
機

材
は
保
持
す
る
が
操
業
を
止

め
る
）
措
置
を
と
る
こ
と
に

し
た
と
説
明
し
た
。

　

ス
ト
期
間
中
、
Ｐ
Ｂ
は
、

緊
急
時
対
応
要
員
や
臨
時
採

用
職
員
ら
で
対
応
し
た
。

　

組
合
側
は
、
昨
年
の
Ｐ
Ｂ

の
利
益
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体

に
と
っ
て
重
要
な
子
会
社
や

株
式
を
売
却
し
て
得
た
も
の

だ
と
も
批
判
し
て
い
る
。

　

聖
市
の
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、

２
１
日
か
ら
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

グ
ル
ー
プ
の
パ
レ
ー
ド
開
始

で
佳
境
に
入
っ
た
が
、
今
年

は
２
５
日
の
カ
ー
ニ
バ
ル
当

日
も
い
つ
も
と
違
う
趣
向
が

楽
し
め
る
。

　

今
年
初
の
企
画
は
、
ペ
ル

ナ
ン
ブ
コ
州
レ
シ
フ
ェ
で

２
２
日
未
明
（
午
前
５
時
）

か
ら
行
わ
れ
る
「
ガ
ロ
・
ダ
・

マ
ド
ル
ガ
ー
ダ
（
未
明
の
雄

鶏
の
意
）」
と
呼
ば
れ
る
ブ

ロ
ッ
コ
の
パ
レ
ー
ド
が
、
聖

市
内
を
闊
歩
す
る
と
い
う
も

の
だ
。

　

本
場
の
ガ
ロ
・
ダ
・
マ
ド

ル
ガ
ー
ダ
は
、
１
５
０
万
人

が
参
加
し
た
１
９
９
４
年

以
降
、
世
界
一
の
人
出
を
誇

る
カ
ー
ニ
バ
ル
の
ブ
ロ
ッ

コ
と
し
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
創
設

４
０
周
年
の
２
０
１
８
年
は

２
３
０
万
人
が
繰
り
出
し
て

記
録
を
更
新
し
て
お
り
、
今

年
も
、高
さ
２
８
メ
ー
ト
ル
、

重
さ
７
ト
ン
の
ガ
ロ
と
共
に

行
進
を
行
う
。

　

他
方
、
聖
市
で
の
ガ
ロ
・

ダ
・
マ
ド
ル
ガ
ー
ダ
は
、
一

番
大
き
な
も
の
が
高
さ
４
・

５
メ
ー
ト
ル
、
そ
れ
以
外
の

３
体
は
高
さ
３
・
５
メ
ー
ト

ル
だ
か
ら
、
本
場
の
ガ
ロ
よ

り
か
な
り
小
型
だ
。
ま
た
、

出
発
時
間
も
、
本
場
が
午
前

５
時
な
の
に
対
し
、
午
前
９

時
か
ら
と
、
現
地
事
情
に
即

し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

イ
ビ
ラ
プ
エ
ラ
の
オ
ベ
リ
ス

ク
に
近
い
、
ペ
ド
ロ
・
ア
ウ

ヴ
ァ
レ
ス
・
カ
ブ
ラ
ル
大
通

り
で
パ
レ
ー
ド
を
行
う
。

　

２
年
越
し
の
交
渉
の
末
に

実
現
す
る
聖
市
版
の
ガ
ロ
・

ダ
・
マ
ド
ル
ガ
ー
ダ
は
、
初

年
度
か
ら
、
ス
コ
ー
ル
、
ノ

ヴ
ェ
リ
ス
、
Ｂ
ａ
ｌ
ｌ
、
Ｂ

ｏ
ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
．
ｃ
ｏ
ｍ
、

ピ
ト
ゥ
ー
の
５
社
の
後
援
を

得
て
お
り
、
音
楽
家
や
企
画

製
作
担
当
者
、
輸
送
担
当

者
ら
、
約
５
０
０
人
が
携

わ
っ
て
い
る
。
関
係
者
の
数

は
、
約
１
０
０
万
人
が
繰
り

出
す
ア
カ
デ
ミ
コ
ス
・
ド
・

バ
イ
シ
ョ
・
ア
ウ
グ
ス
タ
の

６
５
０
人
に
次
ぐ
規
模
だ
。

　

パ
レ
ー
ド
に
は
、
音
響
設

備
を
兼
ね
る
ト
リ
オ
・
エ
レ

ト
リ
コ
と
呼
ば
れ
る
車
が

２
台
参
加
。
本
場
か
ら
は
公

式
ヴ
ォ
ー
カ
ル
の
グ
ス
タ
ー

ヴ
ォ
・
ト
ラ
ヴ
ァ
ッ
ソ
ス
、

２
５
年
以
上
参
加
し
て
い
る

歌
手
の
ア
ン
ド
レ
・
リ
オ
、

フ
レ
ヴ
ォ
の
ダ
ン
サ
ー
に
、

マ
ラ
カ
ト
ゥ
の
グ
ル
ー
プ
も

参
加
す
る
。

　

ガ
ロ
・
ダ
・
マ
ド
ル
ガ
ー

ダ
は
こ
れ
ま
で
も
、
ア
マ
ゾ

ナ
ス
州
マ
ナ
ウ
ス
や
ア
ラ
ゴ

ア
ス
州
マ
セ
イ
オ
ー
、
リ
オ

市
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
な
ど
の
諸

市
及
び
ペ
ル
ー
で
、
よ
り
小

型
の
ガ
ロ
を
使
っ
た
パ
レ
ー

ド
を
行
っ
て
い
る
。

　

２
１
日
、
レ
ア
ル
・
プ
ラ

ン
導
入
後
初
め
て
、
ド
ル
が

４
・４
０
レ
ア
ル
台
に
到
達
す

る
瞬
間
が
見
ら
れ
た
。
同
日

付
伯
字
紙
サ
イ
ト
が
報
じ
て

い
る
。

　

２
０
日
の
相
場
は
１
ド
ル

＝
４
・
３
９
１
７
レ
ア
ル
で

閉
じ
、
最
高
値
を
更
新
し

て
い
た
が
、
２
１
日
は
取
引

開
始
直
後
に
１
ド
ル
＝
４
・

４
０
６
１
レ
ア
ル
を
つ
け
た
。

　

そ
の
後
は
、
中
銀
が
介

入
し
た
こ
と
も
あ
り
、
１
ド

ル
＝
４
・
３
７
２
５
レ
ア
ル

ま
で
下
げ
た
。
午
後
４
時

５
分
現
在
は
１
ド
ル
＝
４
・

３
８
９
６
レ
ア
ル
だ
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
１
ド
ル

が
４
・
４
０
レ
ア
ル
に
達
し
た

の
は
、
１
９
９
４
年
７
月
１

日
に
レ
ア
ル
・
プ
ラ
ン
が
導

入
さ
れ
て
以
来
、
初
め
て
の

出
来
事
だ
。

　

な
お
、
経
済
学
者
た
ち

に
よ
る
と
、
レ
ア
ル
・
プ
ラ

ン
導
入
後
、
実
質
的
な
ド

ル
が
最
も
高
か
っ
た
の
は
、

２
０
０
２
年
１
０
月
２
２
日

に
１
ド
ル
＝
３
・
９
５
５
２

レ
ア
ル
を
記
録
し
た
日
だ
。

イ
ン
フ
レ
分
を
含
め
て
計
算

す
る
と
、
こ
の
日
の
１
ド
ル

は
今
日
の
１
１
・
０
１
６
レ

ア
ル
に
相
当
す
る
と
い
う
。

外国為替市況
中銀サイトより

2月21日午後 4時現在
米ドル相場

売　4.3932  R$
買　4.3925  R$

円相場
売　0.0394  R$
買　0.0394  R$

経済相との間に隙間風？

１
ド
ル
が
４
・４
０
レ
に
到
達

レ
ア
ル
・
プ
ラ
ン
後
最
高
を
更
新

レ
シ
フ
ェ
よ
り
小
型
で
午
前
中

ボウソナロ
大統領

リ オ

黒
人
や
先
住
民
な
ど
を
中
心
テ
ー
マ
に

（２）２０２０年 第５４３４号 ２月 ２２日 （土曜日）

従
業
員
ス
ト
は
ひ
と
ま
ず
中
断

集
団
解
雇
に
つ
い
て
交
渉
再
開

Ｐ Ｂ 社

　

隙
間
風
の
原
因
は
、
３
月
初
旬
に
発
表
さ
れ
る
今
年
の



　

古こ

代だ
い

日に

本ほ
ん

に
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

が
や
っ
て
き
た
と
い
う
仮か

説せ
つ

は
す
で

に
明め

い

治じ

時じ

代だ
い

か
ら
唱と

な

え
ら
れ
て
い
る
が
、
い
よ
い
よ
否ひ

定て
い

し
難が

た

い
「
物ぶ

っ

証し
ょ
う」

が
発は

っ

見け
ん

さ
れ
た
。
千ち

葉ば

県け
ん

の
九く

十じ
ゅ
う

九く

里り

浜は
ま

近ち
か

く

の
柴し

ば

山や
ま

古こ

墳ふ
ん

か
ら
は
、
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

を
模も

し
た
と
し
か
考か

ん
が

え
ら

れ
な
い
埴は

に

輪わ

が
い
く
つ
も
見み

つ
か
っ
て
い
る
。

　

ブ
ロ
グ
に
掲け

い

示じ

し
た
写し

ゃ

真し
ん

［
Ａ
］
を
見み

て
い
た
だ
い
た
ら
一い

ち

目も
く

瞭り
ょ
う

然ぜ
ん

だ
が
、
丸ま

る

い
庇ひ

さ
しの

つ
い
た
高た

か

い
帽ぼ

う

子し

、
美み

豆ず

良ら

（
髪か

み

を
左さ

右ゆ
う

に
分わ

け
，
毛け

先さ
き

を
そ
れ
ぞ
れ
耳み

み

の
辺へ

ん

で
結む

す

び
束た

ば

ね
る
ス

タ
イ
ル
）、
高た

か

い
鼻は

な

、
長な

が

い
顎あ

ご

髭ひ
げ

。
ま
さ
に
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

そ
っ
く
り

の
容よ

う

貌ぼ
う

で
あ
る
。

　

土ど

着ち
ゃ
くの

日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
渡と

来ら
い

し
た
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

を
見み

て
作つ

く

っ
た
か
、

あ
る
い
は
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

自み
ず
から

が
作つ

く

っ
た
埴は

に

輪わ

で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
田た

中な
か

英ひ
で

道み
ち

・
東と

う

北ほ
く

大だ
い

学が
く

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
近き

ん

著ち
ょ

『
発は

っ

見け
ん

！　
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

埴は
に

輪わ

の
謎な

ぞ

を
解と

く
』［
１
］
で
、「
そ
れ
は
、

古こ

墳ふ
ん

時じ

代だ
い

と
呼よ

ば
れ
て
い
る
時じ

代だ
い

に
日に

本ほ
ん

に
ユ
ダ
ヤ
系け

い

の
人ひ

と

々び
と

が
い
た
こ
と
を
端た

ん

的て
き

に
示し

め

す
も
の
」［
１
，　

Ｐ
８
］
と
指し

摘て
き

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
近き

ん

年ね
ん

の
遺い

伝で
ん

子し

研け
ん

究き
ゅ
うで

も
、
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

と
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の

間あ
い
だに

共
き
ょ
う

通つ
う

の
遺い

伝で
ん

子し

が
見み

つ
か
っ
て
い
る
。
日に

っ

本ぽ
ん

人じ
ん

男だ
ん

性せ
い

の

４
０
％
近ち

か

く
が
「
Ｙ
Ａ
Ｐ
」
と
呼よ

ば
れ
る
特と

く

殊し
ゅ

な
遺い

伝で
ん

子し

配は
い

列れ
つ

を
持も

つ
。
Ｙ
Ａ
Ｐ
遺い

伝で
ん

子し

は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

に
も
韓か

ん

国こ
く

人じ
ん

に
も

ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
、
ア
ジ
ア
の
中な

か

で
も
大た

い

変へ
ん

珍め
ず
らし

い
も
の

だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
Ｙ
Ａ
Ｐ
遺い

伝で
ん

子し

を
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

の
２
０
～

古こ

代だ
い

に
渡と

来ら
い

し
た
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

を

          
同ど

う

化か

し
た
「
和わ

の
国く

に

」
の
力ち

か
ら

２０１９年
ねん

１１月
がつ

１０日
か

版
ばん

３
０
％
が
持も

つ
と
い
う
。
古こ

代だ
い

に
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

が
日に

本ほ
ん

に
や
っ
て

き
た
と
考か

ん
が

え
れ
ば
、
こ
の
遺い

伝で
ん

子し

上じ
ょ
うの

共
き
ょ
う

通つ
う

点て
ん

の
説せ

つ

明め
い

も
つ
く

の
で
あ
る
。

　
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

渡と

来ら
い

説せ
つ

は
、
い
ま
ま
で
ト
ン
デ
モ
説せ

つ

の
よ
う
な
扱

あ
つ
か

い
を
受う

け
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
埴は

に

輪わ

や
Ｄ
Ｎ
Ａ
分ぶ

ん

析せ
き

結け
っ

果か

を

見み

る
と
、
い
よ
い
よ
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

渡と

来ら
い

説せ
つ

を
史し

実じ
つ

と
し
て
認み

と

め
ざ

る
を
得え

な
い
段だ

ん

階か
い

に
来き

た
よ
う
に
思お

も

え
る
。

　

そ
う
思お

も

っ
て
、
従

じ
ゅ
う

来ら
い

の
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

渡と

来ら
い

説せ
つ

を
見み

て
み
る
と
、

ト
ン
デ
モ
説せ

つ

ど
こ
ろ
か
、『
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

』
や
神じ

ん

社じ
ゃ

の
様よ

う

式し
き

・
儀ぎ

式し
き

な
ど
で
も
、
説せ

っ

得と
く

力り
ょ
くの

あ
る
根こ

ん

拠き
ょ

が
揃そ

ろ

っ
て
い
る
事こ

と

が
見み

つ

か
る
。

　

ま
ず
『
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

』
の
記き

述じ
ゅ
つか

ら
見み

て
み
よ
う
。
田た

中な
か

英ひ
で

道み
ち

・
東と

う

北ほ
く

大だ
い

学が
く

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
こ
う
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
て
い
る
。

　

秦は
た

氏し

は
、
応お

う

神じ
ん

天て
ん

皇の
う

（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
注ち

ゅ
う

：
第だ

い

１
５
代だ

い

、
４
世せ

い

紀き

末す
え

～
５
世せ

い

紀き

初し
ょ

？
）
の
時じ

代だ
い

に
弓ゆ

月づ
き

国こ
く

か
ら
百

ひ
ゃ
く

二に

十じ
ゅ
っ

県け
ん

の

人ひ
と

々び
と

を
率ひ

き

い
て
渡と

来ら
い

し
た
と
『
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

』
に
記し

る

さ
れ
て
い
る

弓ゆ

月づ
き

君く
ん

を
祖そ

先せ
ん

と
す
る
氏し

族ぞ
く

で
す
。

　
雄ゆ

う

略り
ゃ
く

天て
ん

皇の
う

（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
注ち

ゅ
う

：
第だ

い

２
１
代だ

い

、
５
世せ

い

紀き

中な
か

頃ご
ろ

？
）

の
時じ

代だ
い

に
は
、
畿き

内な
い

の
秦は

た

氏し

が
、
土ど

木ぼ
く

・
灌か

ん

漑が
い

技ぎ

術じ
ゅ
つを
生い

か

し
た
水す

い

田で
ん

開か
い

発は
つ

、
養よ

う

蚕さ
ん

な
ど
の
事じ

業ぎ
ょ
うを
背は

い

景け
い

に
財ざ

い

力り
ょ
くを
築き

ず

き
、

全ぜ
ん

国こ
く

の
秦は

た

部ぶ

や
、
秦は

た

人じ
ん

部ぶ

な
ど
の
氏し

族ぞ
く

を
組そ

織し
き

化か

し
統と

う

括か
つ

す

る
よ
う
な
動う

ご

き
に
な
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。［
１
，　

Ｐ

４
３
］

　

弓ゆ

月づ
き

（
ク
ン
ユ
エ
）
国こ

く

と
は
、か
つ
て
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
西に

し

、ウ
イ
グ
ル
、

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
辺あ

た

り
に
あ
り
、
原げ

ん

始し

キ
リ
ス
ト
教き

ょ
うに

改か
い

宗し
ゅ
うし

た

ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

が
作つ

く

っ
た
国く

に

だ
っ
た
。
秦は

た

氏し

は
養よ

う

蚕さ
ん

の
技ぎ

術じ
ゅ
つを

持も

ち
、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
（
絹き

ぬ

の
道み

ち

）
に
も
関か

ん

係け
い

が
深ふ

か

か
っ
た
。

　
エ
ル
サ
レ
ム
に
「
ア
ミ
シ
ャ
ブ
」
と
い
う
機き

関か
ん

が
あ
り
、
世せ

界か
い

各か
く

地ち

に
離り

散さ
ん

し
た
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

の
調

ち
ょ
う

査さ

を
行

お
こ
な

っ
て
い
る
。
彼か

れ

ら
の
調

ち
ょ
う

査さ

に
よ
る
と
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
パ
キ
ス
タ
ン
、
カ

シ
ミ
ー
ル
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
に
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

の
末ま

つ

裔え
い

が
住す

ん
で
い
る
こ
と
が
明あ

き

ら
か
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。［
２
，　

１
９
８
１
］

　

す
な
わ
ち
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
沿ぞ

い
の
あ
ち
こ
ち
に
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

の
末ま

つ

裔え
い

が
残の

こ

っ
て
い
る
訳わ

け

で
、
彼か

れ

ら
の
一い

ち

部ぶ

が
日に

本ほ
ん

ま
で
や
っ
て

き
た
と
し
て
も
何な

ん

ら
不ふ

思し

議ぎ

は
な
い
。

　

秦は
た

氏し

が
日に

本ほ
ん

に
や
っ
て
き
た
の
は
古こ

墳ふ
ん

時じ

代だ
い

（
３
世せ

い

紀き

中な
か

頃ご
ろ

～
７
世せ

い

紀き

頃こ
ろ

）
で
あ
り
、
冒ぼ

う

頭と
う

の
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

埴は
に

輪わ

も
古こ

墳ふ
ん

の
中な

か

か
ら
見み

つ
か
っ
て
い
る
。
当と

う

時じ

は
古こ

墳ふ
ん

が
先せ

ん

祖ぞ

信し
ん

仰こ
う

を
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

し
て
お
り
、
神じ

ん

社じ
ゃ

を
つ
く
る
風ふ

う

習し
ゅ
うは

ま
だ
な
か
っ
た
。
そ
こ

に
大た

い

半は
ん

の
神じ

ん

社じ
ゃ

を
つ
く
っ
た
の
が
秦は

た

氏し

で
あ
っ
た
。

　

全ぜ
ん

国こ
く

の
神じ

ん

社じ
ゃ

の
数か

ず

は
８
万ま

ん

余あ
ま

り
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う

ち
最も

っ
と

も
多お

お

い
の
が
八は

ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

（
八は

ち

幡ま
ん

神じ
ん

社じ
ゃ

）
約や

く

４
万ま

ん

４
千せ

ん

社し
ゃ

で

あ
り
、
そ
れ
に
次つ

ぐ
の
が
稲い

な

荷り

神じ
ん

社じ
ゃ

の
３
万ま

ん

２
千せ

ん

社し
ゃ

で
あ
る
。

両り
ょ
う

方ほ
う

と
も
秦は

た

氏し

が
創そ

う

建け
ん

し
た
と
伝つ

た

え
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
も
、
神じ

ん

社じ
ゃ

に
ま
つ
わ
る
建け

ん

築ち
く

、
衣い

装し
ょ
う、

祭さ
い

具ぐ

、
行

ぎ
ょ
う

事じ

な
ど
で
、
ユ
ダ
ヤ
教き

ょ
うと

の
類る

い

似じ

が
多お

お

く
見み

つ
か
る
。
エ
リ・コ
ー

ヘ
ン
前ぜ

ん

駐ち
ゅ
う

日に
ち

イ
ス
ラ
エ
ル
大た

い

使し

は
日に

本ほ
ん

に
赴ふ

任に
ん

し
て
初は

じ

め
て

御お

神み

輿こ
し

を
見み

た
時と

き

の
衝

し
ょ
う

撃げ
き

は
忘わ

す

れ
ら
れ
な
い
、
と
語か

た

っ
て
い
る
。

［
２
，　
９
１
３
］

　
ユ
ダ
ヤ
教き

ょ
うの

聖せ
い

典て
ん

タ
ナ
フ
に
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
第だ

い

２
代だ

い

国こ
く

王お
う

ダ
ビ
デ
が
戦た

た
かい

に
勝

し
ょ
う

利り

し
、
都み

や
こに

上の
ぼ

っ
た
と
き
の
様よ

う

子す

が
描え

が

か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ダ
ビ
デ
王お

う

と
イ
ス
ラ
エ
ル
の

長ち
ょ
う

老ろ
う

た
ち
、
お
よ
び
千せ

ん

人に
ん

の
長お

さ

た
ち
は
、
白し

ろ

い
亜あ

麻ま

布ぬ
の

の
衣い

服ふ
く

を
着き

て
「
契け

い

約や
く

の
箱は

こ

」
を
担か

つ

ぎ
上あ

げ
、
声こ

え

を
あ
げ
、
角つ

の

笛ぶ
え

を
吹ふ

き
鳴な

ら
し
、
ラ
ッ
パ
や
シ
ン
バ
ル
、
竪た

て

琴ご
と

を
も
っ
て
打う

ち

は
や
し
た
。

　
『
契け

い

約や
く

の
箱は

こ

』
に
は
十じ

っ

戒か
い

が
刻き

ざ

ま
れ
た
石せ

き

板ば
ん

が
収お

さ

め
ら
れ

て
お
り
、
大お

お

き
さ
は
長な

が

さ
２
０
０
セ
ン
チ
、
幅は

ば

８
０
セ
ン
チ
、

高た
か

さ
１
２
０
セ
ン
チ
、
表

ひ
ょ
う

面め
ん

は
金き

ん

で
覆お

お

わ
れ
て
お
り
、
両

り
ょ
う

側が
わ

に

担か
つ

ぐ
た
め
の
竿さ

お

が
通と

お

さ
れ
て
い
る
。
箱は

こ

の
上う

え

に
は
ケ
ル
ビ
ム
と

い
う
翼つ

ば
さ

を
広ひ

ろ

げ
た
鳥と

り

の
像ぞ

う

が
置お

か
れ
て
い
る
。
こ
の
『
契け

い

約や
く

の

箱は
こ

』
に
、
日に

本ほ
ん

の
神み

輿こ
し

は
そ
っ
く
り
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
神み

輿こ
し

を
、
祭ま

つ

り
で
神し

ん

職し
ょ
くの

白し
ろ

装し
ょ
う

束ぞ
く

の
人ひ

と

々び
と

が
担か

つ

ぎ
、

太た
い

鼓こ

や
笛ふ

え

と
と
も
に
練ね

り
歩あ

る

く
姿す

が
た

は
、
ま
さ
に
ダ
ビ
デ
王お

う

ら

が
白し

ろ

い
亜あ

麻ま

布ぬ
の

の
衣い

服ふ
く

を
着き

て
「
契け

い

約や
く

の
箱は

こ

」
を
担か

つ

ぎ
上あ

げ
、

音お
ん

楽が
く

と
と
も
に
囃は

や

し
た
て
る
光こ

う

景け
い

と
瓜う

り

二ふ
た

つ
で
あ
る
。
エ
リ
・

コ
ー
ヘ
ン
氏し

の
受う

け
た
衝

し
ょ
う

撃げ
き

も
当と

う

然ぜ
ん

だ
。

　

秦は
た

氏し

の
「
ハ
タ
」
と
は
、「
ユ
ダ
族ぞ

く

」
を
意い

味み

す
る
ヘ
ブ
ラ

イ
語ご
「
イ
ェ
フ
ダ
」か
ら
、そ
の
語ご

頭と
う

の
軽か

る

く
発は

つ

音お
ん

さ
れ
る「
イ
ェ
」

が
脱だ

つ

落ら
く

し
て
「
ハ
ダ
」
と
呼よ

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、
と

い
う
説せ

つ

が
あ
る
。

　

二ふ
た

つ
の
言げ

ん

語ご

の
似に

た
単た

ん

語ご

だ
け
拾ひ

ろ

っ
て
き
て
、
関か

ん

係け
い

が
あ
る

と
す
る
ト
ン
デ
モ
説せ

つ

は
よ
く
あ
る
。
人に

ん

間げ
ん

が
発は

っ

す
る
音お

と

の
種し

ゅ

類る
い

は
限か

ぎ

ら
れ
て
い
る
か
ら
、
言こ

と

葉ば

だ
け
の
こ
じ
つ
け
な
ら
、
い

く
ら
で
も
で
き
る
。
だ
か
ら
、ハ
タ
と
「
イ
ェ
フ
ダ
」
だ
け
な
ら
、

こ
じ
つ
け
と
疑う

た
がわ

れ
て
も
仕し

方か
た

が
な
い
。

　
し
か
し
、祭ま

つ

り
で
の
『
契け

い

約や
く

の
箱は

こ

』
と
神み

輿こ
し

、そ
れ
を
担か

つ

ぎ
、

音お
ん

楽が
く

と
共と

も

に
囃は

や

す
様さ

ま

な
ど
は
、
偶ぐ

う

然ぜ
ん

の
一い

っ

致ち

で
は
あ
り
え
な
い

だ
ろ
う
。
ユ
ダ
ヤ
の
祭ま

つ

り
の
様よ

う

式し
き

が
、
渡と

来ら
い

し
た
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

に

よ
っ
て
日に

本ほ
ん

で
再さ

い

現げ
ん

さ
れ
た
、
と
い
う
以い

外が
い

に
合ご

う

理り

的て
き

な
説せ

つ

明め
い

は
考か

ん
が

え
ら
れ
な
い
。

　

神じ
ん

社じ
ゃ

の
構こ

う

成せ
い

に
し
て
も
、
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

に
説せ

つ

明め
い

す
る
と
、
必か

な
ら

ず

「
あ
あ
、
そ
れ
は
ユ
ダ
ヤ
の
神し

ん

殿で
ん

と
同お

な

じ
だ
」
と
い
う
答こ

た

え
が

返か
え

っ
て
く
る
と
い
う
。［
２
，　
７
８
８
］

　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
民た

み

は
モ
ー
セ
に
率ひ

き

い
ら
れ
て
エ
ジ
プ
ト
を
脱だ

っ

出し
ゅ
つし

、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
辿た

ど

り
着つ

く
ま
で
に
、
４
０
年ね

ん

間か
ん

さ
ま

よ
っ
た
。
そ
の
際さ

い

に
、
天て

ん

幕ま
く

を
改か

い

造ぞ
う

し
て
礼れ

い

拝は
い

所じ
ょ

と
し
た
の
が
、

「
会か

い

見け
ん

の
幕ま

く

屋や

」
と
呼よ

ば
れ
る
移い

動ど
う

式し
き

の
質し

っ

素そ

な
木も

く

造ぞ
う

建た
て

物も
の

だ
っ
た
。

　

そ
れ
は
神じ

ん

社じ
ゃ

と
同ど

う

様よ
う

に
板い

た

塀べ
い

に
囲か

こ

ま
れ
た
長

ち
ょ
う

方ほ
う

形け
い

の
敷し

き

地ち

で
、
神じ

ん

社じ
ゃ

の
手

ち
ょ
う

水ず

の
よ
う
に
、
手て

足あ
し

を
洗あ

ら

う
た
め
の
洗せ

ん

盤ば
ん

が

設せ
っ

置ち

さ
れ
て
い
る
。
神じ

ん

社じ
ゃ

で
は
我わ

れ

々わ
れ

が
拝お

が

む
拝は

い

殿で
ん

の
奥お

く

に
、
本ほ

ん

殿で
ん

が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
神し

ん

官か
ん

し
か
入い

れ
な
い
よ
う
に
、「
会か

い

見け
ん

の
幕ま

く

屋や

」
で
も
神し

ん

殿で
ん

の
奥お

く

の
「
至し

聖せ
い

所じ
ょ

」
に
は
祭さ

い

司し

し
か

入は
い

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

神じ
ん

社じ
ゃ

の
拝は

い

殿で
ん

に
は
賽さ

い

銭せ
ん

箱ば
こ

が
あ
る
が
、
ユ
ダ
ヤ
教き

ょ
うの

神し
ん

殿で
ん

に

も
献け

ん

金き
ん

箱ば
こ

が
あ
っ
た
事こ

と

が
記き

録ろ
く

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
神じ

ん

社じ
ゃ

の

入い

り
口ぐ

ち

に
は
狛こ

ま

犬い
ぬ

二に

頭と
う

が
置お

か
れ
て
い
る
。
犬い

ぬ

と
言い

う
よ
り
、

見み

る
か
ら
に
ラ
イ
オ
ン
だ
。
日に

本ほ
ん

に
い
な
い
ラ
イ
オ
ン
の
像ぞ

う

が

な
ぜ
神じ

ん

社じ
ゃ

に
据す

え
ら
れ
て
い
る
の
か
。
ユ
ダ
ヤ
教き

ょ
うの

聖せ
い

典て
ん

は
、

神か
み

の
宮み

や

の
両

り
ょ
う

脇わ
き

に
ラ
イ
オ
ン
の
像ぞ

う

を
据す

え
る
風ふ

う

習し
ゅ
うが

あ
っ
た
と

伝つ
た

え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
い
く
ら
建た

て

物も
の

や
服ふ

く

装そ
う

、
行

ぎ
ょ
う

事じ

は
似に

て
い
て
も
、
ユ

ダ
ヤ
教き

ょ
うは

一い
っ

神し
ん

教き
ょ
うで

あ
り
、
神し

ん

道と
う

は
八や

百お

万よ
ろ
ずの

神か
み

を
祀ま

つ

る
多た

神し
ん

教き
ょ
うで

あ
る
か
ら
、
本ほ

ん

質し
つ

的て
き

に
違ち

が

う
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑ぎ

問も
ん

が
生し

ょ
う

ず
る
。

　
こ
れ
に
対た

い

し
て
は
、
エ
リ
・
コ
ー
ヘ
ン
氏し

は
ユ
ダ
ヤ
教

き
ょ
う

聖せ
い

典て
ん

の
「
神か

み

の
栄え

い

光こ
う

は
全ぜ

ん

地ち

に
満み

つ
」
を
引い

ん

用よ
う

し
て
、
ユ
ダ
ヤ
教き

ょ
うの

神か
み

が
全す

べ

て
の
地ち

に
臨り

ん

在ざ
い

す
る
神か

み

で
あ
る
の
に
対た

い

し
、
八や

百お

万
よ
ろ
ず

の
神か

み

々が
み

も
ど
こ
に
で
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
遍へ

ん

在ざ
い

の
神か

み

で
あ
る
、
と

指し

摘て
き

す
る
。
と
す
れ
ば
、
一い

っ

神し
ん

教き
ょ
うと

多た

神し
ん

教き
ょ
うと

い
う
違ち

が

い
は
概が

い

念ね
ん

上う
え

の
も
の
で
し
か
な
く
、
要よ

う

は
す
べ
て
に
神か

み

が
宿や

ど

っ
て
い
る
、

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよう
な話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より
多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に
興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

な
どに記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

　
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

そ
っ
く
り
の
埴は

に

輪わ

、
共き

ょ
う

通つ
う

の
遺い

伝で
ん

子し

。

                           

古こ

代だ
い

ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

渡と

来ら
い

説せ
つ

の
「
物ぶ

っ

証し
ょ
う

」
が
出で

て
き
た
。

（３） ２０２０年第５４３４号 	 ２月	２２日	（土曜日）

と
い
う
世せ

界か
い

観か
ん

に
お
い
て
は
同お

な

じ
事こ

と

に
な
る
。

　
ユ
ダ
ヤ
教き

ょ
うで

は
偶ぐ

う

像ぞ
う

礼れ
い

拝は
い

は
禁き

ん

じ
ら
れ
て
い
る
が
、
同ど

う

様よ
う

に

神し
ん

道と
う

も
神か

み

を
か
た
ど
っ
た
像ぞ

う

を
祀ま

つ

っ
た
り
は
し
な
い
。
こ
の
点て

ん

は
、
仏ぶ

っ

教き
ょ
うで

仏ぶ
つ

像ぞ
う

や
観か

ん

音の
ん

像ぞ
う

を
祀ま

つ

っ
た
り
、
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
うで

十
じ
ゅ
う

字じ

架か

に
磔

は
り
つ
けに

な
っ
た
キ
リ
ス
ト
像ぞ

う

や
マ
リ
ア
像ぞ

う

を
礼れ

い

拝は
い

し
て
い

る
の
と
は
、
根こ

ん

本ぽ
ん

的て
き

に
異こ

と

な
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
な
ら
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

渡と

来ら
い

説せ
つ

と
い
う
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い

歴れ
き

史し

話ば
な
しに

過す

ぎ
な
い
が
、
真し

ん

に
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
の
は
、
こ
れ
が
史し

実じ
つ

だ

と
し
て
、
現げ

ん

代だ
い

の
我わ

れ

々わ
れ

に
と
っ
て
ど
う
い
う
意い

味み

を
持も

つ
の
か
、

と
い
う
事こ

と

で
あ
る
。
こ
の
点て

ん

で
田た

中な
か

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
次つ

ぎ

の
よ
う
な
指し

摘て
き

を
さ
れ
て
い
る
。

　
ユ
ダ
ヤ
系け

い

の
秦は

た

氏し

は
、
そ
の
財ざ

い

力り
ょ
くと
組そ

織し
き

力り
ょ
くか
ら
見み

て
、

後の
ち

の
藤ふ

じ

原わ
ら

氏し

の
よ
う
に
政せ

い

権け
ん

を
と
り
、
自み

ず
か
ら
が
思お

も

う
計け

い

画か
く

を

実じ
っ

施し

す
る
こ
と
は
可か

能の
う

だ
っ
た
と
思お

も

い
ま
す
。
暴ぼ

う

力り
ょ
く

的て
き

に
も
で

き
た
だ
ろ
う
し
、
政せ

い

治じ

技ぎ

術じ
ゅ
つ

的て
き

に
も
で
き
た
は
ず
で
す
。
し

か
し
秦は

た

氏し

は
、
そ
う
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
秦は

た

氏し

は
天て

ん

皇の
う

を
守ま

も

る
方ほ

う

向こ
う

に
向む

か
っ
た
の
で
す
。［
１
，　
Ｐ

１
７
５
］

　

第だ
い

２
９
代だ

い

欽き
ん

明め
い

天て
ん

皇の
う

は
西せ

い

暦れ
き

５
４
０
年ね

ん

に
帰き

化か

人じ
ん

た
ち
に

戸こ

籍せ
き

を
与あ

た

え
、
秦は

た

氏し

の
７
０
５
３
戸こ

を
掌

し
ょ
う

握あ
く

す
る
「
秦

は
た
の

伴
と
も
の

造み
や
つ
この

地ち

位い

を
族ぞ

く

長ち
ょ
うで

あ
る
秦

は
た
の

大お
お

津つ

父ち

に
与あ

た

え
た
よ
う
だ
。
彼か

れ

は
朝

ち
ょ
う

廷て
い

の
徴

ち
ょ
う

税ぜ
い

や
財ざ

い

政せ
い

に
関か

か

わ
っ
て
い
た
。
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

な
ら
で

は
の
経け

い

済ざ
い

感か
ん

覚か
く

で
天て

ん

皇の
う

を
支さ

さ

え
た
よ
う
だ
。

　

そ
れ
か
ら
半は

ん

世せ
い

紀き

ほ
ど
後の

ち

の
摂せ

っ

政し
ょ
う・

聖
し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

を
側そ

っ

近き
ん

と

し
て
助た

す

け
た
の
も
、
当と

う

時じ

の
族ぞ

く

長ち
ょ
う

的て
き

な
存そ

ん

在ざ
い

・
秦

は
た
の

河か
わ

勝か
つ

で
あ
っ

た
。
河か

わ

勝か
つ

も
政せ

い

治じ

や
経け

い

済ざ
い

の
面め

ん

で
、
朝

ち
ょ
う

廷て
い

を
支さ

さ

え
る
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な

働は
た
らき

を
し
た
。

　

前ぜ
ん

述じ
ゅ
つの

よ
う
に
、
ユ
ダ
ヤ
教き

ょ
うの

様よ
う

式し
き

に
従

し
た
が

っ
て
神じ

ん

社じ
ゃ

を
創そ

う

建け
ん

し
た
の
も
、古こ

神し
ん

道と
う

の
信し

ん

仰こ
う

を
変か

え
る
も
の
で
は
な
く
、か
え
っ

て
そ
れ
に
形か

た
ちを

与あ
た

え
た
の
で
あ
る
。
特と

く

に
仏ぶ

っ

教き
ょ
うが

お
寺て

ら

や
仏ぶ

つ

像ぞ
う

な
ど
の
造ぞ

う

形け
い

の
力ち

か
らで

人ひ
と

々び
と

を
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

信し
ん

仰こ
う

に
誘さ

そ

っ
た
の
に
対た

い

し

て
、
神じ

ん

社じ
ゃ

と
い
う
簡か

ん

素そ

な
、
し
か
も
古こ

神し
ん

道と
う

の
教

き
ょ
う

義ぎ

に
よ
く

合あ

っ
た
形け

い

式し
き

を
与あ

た

え
た
の
は
、
神し

ん

道と
う

を
守ま

も

る
上う

え

で
大お

お

き
な
功こ

う

績せ
き

と
言い

え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
れ
に
し
て
も
秦は

た

氏し

は
な
ぜ
天て

ん

皇の
う

を
助た

す

け
る
方ほ

う

向こ
う

で
働は

た
らい

た

の
か
？

　

そ
の
ヒ
ン
ト
は
秦は

た

氏し

が
平へ

い

安あ
ん

京き
ょ
うの

建け
ん

設せ
つ

に
力ち

か
ら

を
尽つ

く
し
た

所と
こ
ろに

見み

つ
か
る
。
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

の
首し

ゅ

都と

は
エ
ル
サ
レ
ム
だ
が
、
ヘ

ブ
ラ
イ
語ご

で
は
「
イ
ェ
ル
シ
ャ
ラ
イ
ム
」
と
い
う
。「
イ
ー
ル
」

は
都み

や
こ、「

シ
ャ
ロ
ー
ム
」
は
「
平へ

い

安あ
ん

」
で
あ
り
、
日に

本ほ
ん

語ご

に
訳や

く

せ
ば
、
ま
さ
に
「
平へ

い

安あ
ん

京き
ょ
う」

な
の
で
あ
る
。

　

秦は
た

氏し

が
ど
れ
だ
け
こ
の
命め

い

名め
い

に
与

あ
ず
か

っ
た
の
か
は
分わ

か
ら
な
い

が
、
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

た
ち
の
願ね

が

い
が
「
平へ

い

安あ
ん

」
に
あ
っ
た
事こ

と

は
想そ

う

像ぞ
う

に
難か

た

く
な
い
。

　

ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

の
歴れ

き

史し

は
苦く

難な
ん

に
満み

ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。
集

し
ゅ
う

団だ
ん

移い

住じ
ゅ
うし

た
エ
ジ
プ
ト
で
は
奴ど

隷れ
い

と
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
脱だ

っ

出
し
ゅ
つ

し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
で
王お

う

国こ
く

を
つ
く
っ
た
が
、
南な

ん

北ぼ
く

に
分ぶ

ん

裂れ
つ

。
北き

た

ブ
ロ
グ
に
掲け

い

示じ

し
た
写し

ゃ

真し
ん

［
Ａ
］

１
．
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

そ
っ
く
り
の
埴は

に

輪わ

、

　
　
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

と
共き

ょ
う

通つ
う

の
遺い

伝で
ん

子し

２
．『
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

』
が
示し

め

す

　
　

渡と

来ら
い

の
記き

録ろ
く

の
王お

う

国こ
く

は
紀き

元げ
ん

前ぜ
ん

７
２
１
年ね

ん

に
ア
ッ
シ
リ
ア
に
よ
っ
て
滅ほ

ろ

ぼ
さ

れ
、
多お

お

く
の
人じ

ん

民み
ん

が
捕ほ

虜り
ょ

と
し
て
囚と

ら

わ
れ
た
。
そ
の
後ご

も
、
バ

ビ
ロ
ニ
ア
、
ペ
ル
シ
ア
、
古こ

代だ
い

マ
ケ
ド
ニ
ア
、
ロ
ー
マ
帝て

い

国こ
く

と
、

次つ
ぎ

々つ
ぎ

と
支し

配は
い

者し
ゃ

が
変か

わ
っ
た
。

　

西せ
い

暦れ
き

６
６
年ね

ん

に
ロ
ー
マ
帝て

い

国こ
く

に
対た

い

し
て
反は

ん

乱ら
ん

を
起お

こ
し
て
失し

っ

敗ぱ
い

す
る
と
、
厳き

び

し
い
弾だ

ん

圧あ
つ

を
受う

け
、
多お

お

く
の
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

が
世せ

界か
い

に
離り

散さ
ん

し
て
い
っ
た
。
そ
の
一い

ち

部ぶ

が
中

ち
ゅ
う

央お
う

ア
ジ
ア
に
弓ゆ

月づ
き

国こ
く

を
つ
く
っ
た
の
だ
が
、
中

ち
ゅ
う

央お
う

ア
ジ
ア
も
遊ゆ

う

牧ぼ
く

民み
ん

族ぞ
く

が
覇は

を
争あ

ら
そ

う

土と

地ち

で
あ
り
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
行い

っ
て
も
繰く

り
返か

え

し
王お

う

朝ち
ょ
う

交こ
う

代た
い

の
戦せ

ん

乱ら
ん

に
覆お

お

わ
れ
る
。

　

秦は
た

氏し

に
と
っ
て
み
れ
ば
、
辿た

ど

り
着つ

い
た
日に

本ほ
ん

で
よ
う
や
く

「
平へ

い

安あ
ん

」
の
地ち

を
見み

い
だ
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
は
初し

ょ

代だ
い

・
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

が「
天て

ん

地ち

四し

方ほ
う

、八は
っ

紘こ
う（

八は
っ

方ぽ
う

）に
す
む
も
の
す
べ
て
が
、

一ひ
とつ

屋や

根ね

の
下し

た

の
大だ

い

家か

族ぞ
く

の
よ
う
に
仲な

か

よ
く
く
ら
そ
う
で
は
な

い
か
」と
宣せ

ん

言げ
ん

し
て
即そ

く

位い

さ
れ
た
「
和わ

の
国く

に

」で
あ
っ
た
。［
Ｂ
］

　

そ
の
「
和わ

の
国く

に

」
は
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

の
持も

っ
て
い
た
技ぎ

術じ
ゅ
つを

高た
か

く

評ひ
ょ
う

価か

し
、
国こ

く

民み
ん

と
し
て
戸こ

籍せ
き

を
与あ

た

え
、
国こ

っ

家か

の
要よ

う

職し
ょ
くに

重
ち
ょ
う

用よ
う

し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
彼か

れ

ら
の
財ざ

い

力り
ょ
くや

技ぎ

術じ
ゅ
つを

持も

っ
て
す
れ

ば
、
大や

ま

和と

朝ち
ょ
う

廷て
い

を
倒た

お

し
て
、
自み

ず
か

ら
が
天て

ん

下か

を
と
る
こ
と
も
可か

能の
う

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
す
る
こ
と
は
戦せ

ん

乱ら
ん

を
招ま

ね

い
て
、よ
う
や
く
見み

つ
け
た
「
平へ

い

安あ
ん

」
を
壊こ

わ

す
恐お

そ

れ
が
あ
っ
た
。

　

そ
う
い
う
危き

険け
ん

を
冒お

か

す
よ
り
も
、
彼か

れ

ら
は
皇こ

う

室し
つ

を
補ほ

佐さ

し

て
、
こ
の
「
和わ

の
国く

に

」
を
さ
ら
に
良よ

い
国く

に

に
し
よ
う
と
志

こ
こ
ろ
ざし

た

よ
う
だ
。
田た

中な
か

英ひ
で

道み
ち

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
言い

う
。

　
日に

本ほ
ん

に
同ど

う

化か

し
た
、
と
言い

っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
や
り
方か

た

と
生い

き
方か

た

に
服ふ

く

し
た
言い

っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
こ

こ
が
非ひ

常じ
ょ
うに
大だ

い

事じ

な
と
こ
ろ
で
す
。

　
日に

本ほ
ん

に
わ
た
っ
て
き
た
ユ
ダ
ヤ
系け

い

の
人ひ

と

た
ち
は
、
彼か

れ

ら
の
理り

想そ
う

郷き
ょ
うを
日に

本ほ
ん

に
見み

た
の
で
す
。
そ
の
可か

能の
う

性せ
い

を
私わ

た
し
は
非ひ

常じ
ょ
うに

感か
ん

じ
ま
す
。［
１
，　
Ｐ
１
７
６
］

　

安あ
ん

住じ
ゅ
うの

地ち

を
求も

と

め
て
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大た

い

陸り
く

を
さ
ま
よ
っ
て
き

た
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

は
、
日に

本ほ
ん

で
歓か

ん

迎げ
い

さ
れ
、
彼か

れ

ら
の
能の

う

力り
ょ
く・

技ぎ

術
じ
ゅ
つ

を
活か

つ

用よ
う

す
る
場ば

を
与あ

た

え
ら
れ
、
国こ

っ

家か

の
中な

か

で
「
処と

こ
ろ

を
得え

た
」

の
で
あ
る
。

　

平へ
い

安あ
ん

時じ

代だ
い

の
初し

ょ

期き

に
、
平へ

い

安あ
ん

京き
ょ
う

付ふ

近き
ん

の
氏し

族ぞ
く

の
記き

録ろ
く

を
ま

と
め
た
『
新し

ん

撰せ
ん

姓せ
い

氏し

録ろ
く

』
で
は
全ぜ

ん

部ぶ

で
１
１
８
２
の
氏し

姓せ
い

が

記き

録ろ
く

さ
れ
て
お
り
、
出

し
ゅ
つ

自じ

に
よ
っ
て
皇こ

う

別べ
つ

、
神し

ん

別べ
つ

、
諸し

ょ

蕃ば
ん

の
３

つ
に
分ぶ

ん

類る
い

さ
れ
て
い
る
。『
諸し

ょ

蕃ば
ん

』
と
は
帰き

化か

人じ
ん

で
、
全ぜ

ん

体た
い

の

３
分ぶ

ん

の
１
に
も
達た

っ

し
て
い
た
。

　

古こ

代だ
い

日に

本ほ
ん

は
多お

お

く
の
帰き

化か

人じ
ん

を
迎む

か

え
た
多た

民み
ん

族ぞ
く

国こ
っ

家か

で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民み

ん

族ぞ
く

が
得と

く

意い

な
能の

う

力り
ょ
くを

発は
っ

揮き

し
て
、
国こ

っ

家か

の
経け

い

営え
い

に
参さ

ん

画か
く

し
、
や
が
て
長な

が

い
時じ

間か
ん

の
後あ

と

に
融ゆ

う

合ご
う

し
て
、
つ
い
に
は
一ひ

とつ
の
民み

ん

族ぞ
く

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

社し
ゃ

会か
い

に
移い

住じ
ゅ
うし

た
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

た

ち
は
、
地じ

元も
と

社し
ゃ

会か
い

に
は
同ど

う

化か

さ
れ
ず
に
、
ゲ
ッ
ト
ー
と
呼よ

ば

れ
る
閉へ

い

鎖さ

さ
れ
た
一い

っ

角か
く

を
つ
く
っ
て
、
そ
の
中な

か

で
生い

き
て
き
た
。

彼か
れ

ら
は
金き

ん

融ゆ
う

や
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
能の

う

力り
ょ
くで

成せ
い

功こ
う

し
た
が
、
そ
れ
が

た
め
に
他た

民み
ん

族ぞ
く

の
妬ね

た

み
を
呼よ

び
、
そ
れ
も
一い

ち

因い
ん

と
な
っ
て
、
差さ

別べ
つ

や
迫は

く

害が
い

に
晒さ

ら

さ
れ
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
歴れ

き

史し

と
比く

ら

べ
て
み
れ
ば
、
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

も
含ふ

く

め
多た

種し
ゅ

多た

様よ
う

な
民み

ん

族ぞ
く

を
良よ

き
国こ

く

民み
ん

と
し
て
遇ぐ

う

し
、
つ
い
に
は
同ど

う

化か

し
て

き
た
「
和わ

の
国く

に

」
の
力ち

か
らが

よ
く
見み

え
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　

本ほ
ん

号ご
う

の
ブ
ロ
グ
掲け

い

載さ
い

（
写し

ゃ

真し
ん

付つ

き
）

h
ttp://blog.jog-n

et.jp/2
0
1
9
1
1
/article_2

.
htm

l?1
5
7
3
3
3
6
8
6
7

Ｂ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
知し

ら
な
い
日に

本ほ
ん

２　
「
和わ

の
国く

に

」
と
い
う
〝
根ね

っ
こ
〟』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
３
１

h
ttp

:/
/
w

w
w
.a

m
a
z
o
n
.c

o
.jp

/
o
/

asin/4
5
9
4
0
8
3
2
5
0
/japanonthegl0

-2
2
/

ア
マ
ゾ
ン
日に

本ほ
ん

論ろ
ん

２
位い

、
総そ

う

合ご
う

５
９
位い

（
発は

つ

売ば
い

日び

１
０
／
９

時じ

点て
ん

）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
田た

中な
か

英ひ
で

道み
ち

『
発は

っ

見け
ん

！　
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

埴は
に

輪わ

の
謎な

ぞ

を
解と

く
』、

勉べ
ん

誠せ
い

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

、
Ｒ
０
１

h
t
t
p
:/

/
w

w
w

.
a
m

a
zo

n
.co

.jp
/o

/
asin

/4
5
8
5
2
2
2
5
2
9
/

japanontheg0
1
-2
2
/

（
２
）
坂ば

ん

東ど
う

誠ま
こ
と『

古こ

代だ
い

日に

本ほ
ん

、

ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

渡と

来ら
い

伝で
ん

説せ
つ

』（
Ｋ

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｅ
版ば

ん

）、

h
ttp

://w
w
w
.a
m
a
-

zo
n
.co

.jp
/o

/asin
/

b
0
7
c
x
c
v
ft5

/
ja

-
panontheg0

1
-2
2
/

３
．
駐ち

ゅ
う

日に
ち

イ
ス
ラ
エ
ル
大た

い

使し

が

        

日に

本ほ
ん

の
御お

神み

輿こ
し

を
見み

た
時と

き

の
衝し

ょ
う

撃げ
き

４
．
神じ

ん

社じ
ゃ

の
構こ

う

成せ
い

も
ユ
ダ
ヤ
教き

ょ
う

に

         

倣な
ら

っ
て
創つ

く

り
出だ

さ
れ
た

８
．
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

を
同ど

う

化か

し
た
「
和わ

の
国く

に

」

５
．
ユ
ダ
ヤ
教き

ょ
う

も
神し

ん

道と
う

も

       「
す
べ
て
に
神か

み

が
宿や

ど

っ
て
い
る
」

７
．
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

の
求も

と

め
た
「
平へ

い

安あ
ん

」

６
．
天て

ん

皇の
う

と
朝ち

ょ
う

廷て
い

を
支さ

さ

え
た
秦は

た

氏し
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Serviços em idiomas estrangeiros 
disponíveis nas províncias de
Mie, Saitama e Aichi

Médico no Diamond Princess 
descreve seu trabalho

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Novo coronavírus (20/02/2020)

Novo coronavírus (20/02/2020)

As seguintes informações 
são destinadas aos estran-
geiros no Japão.
Algumas províncias em 
que houve confirmação 
de pessoas infectadas pelo 
novo coronavírus criaram 
serviços de orientações 
para turistas do exterior e 
estrangeiros que vivem no 
país.
A província de Mie ofere-
ce orientações por telefone 
para residentes estrangei-
ros em 10 idiomas, inclusi-

Um médico japonês li-
dando com o surto de co-
ronavírus no navio de cru-
zeiro sob quarentena nas 
proximidades de Tóquio 
descreveu seu trabalho a 
bordo.
Mineo Matsubara tem es-
tado no Diamond Princess 
desde o dia 13 de fevereiro 
como membro da Equipe 
de Assistência Médica para 
Desastres.
Ele lidera um grupo lidan-
do com passageiros com 
febre. Os membros da 
equipe fazem uma triagem 
de pacientes cujas condi-

ve emportuguês. O serviço 
encontra-se disponível no 
Centro de Consultas para 
Residentes Estrangeiros de 
Mie, nos dias úteis, das 9h 
às 17h. O número telefôni-
co é: 080-3300-8077.
Já o Saitama Information 
& Support, na província 
de Saitama, oferece orien-
tações por telefone em 10 
idiomas, inclusive em por-
tuguês. O serviço está dis-
ponível nos dias úteis, das 
9h às 16h. O número tele-

ções pioraram e os enviam 
para instalações médicas.
Ele disse que quando che-
gou, a situação era bastante 
séria, já que muitos idosos 
apresentavam febre alta.
O foco de sua equipe era 
encontrar pessoas em es-
tado grave, ou aqueles sob 
risco, e enviá-los a hospi-
tais.
Ele disse que sua priorida-
de era salvar vidas, com-
prometendo de certa forma 
medidas de prevenção de 
infecções.
Ele também afirma que a 
situação no navio está em 

fônico é: 048-833-3296.
A província de Aichi, por 
sua vez, proporciona su-
porte através de seu Call 
Center Multilíngue. Ele 
pode ser acessado por 
meio de smartphone. Para 
isso, visite primeiramente 
o Aichi Now, o site oficial 
de turismo da província, 
onde há um link para a pá-
gina do call center. Uma 
chamada pode ser feita ao 
pressionar o botão exis-
tente na página. O serviço 

grande parte sob controle 
agora, com menos pessoas 
apresentando febre e quase 
ninguém em estado grave.
O foco no momento é en-
viar ao hospital aqueles 
que testarem positivo para 
o vírus mas que não apre-
sentarem sintomas.
Matsubara disse que está 
seguindo instruções de es-
pecialistas da Sociedade 
Japonesa para Controle e 
Prevenção de Infecções.
Isso significa usar roupa de 
proteção com duas cama-
das de luvas, só removen-
do o equipamento em áreas 

está disponível em nove 
idiomas. O atendimento 
em português é oferecido 
24 horas por dia, 365 dias 
por ano.
Estas informações também 
podem ser acessadas no 
site da NHK World-Japan 
na internet, além de redes 
sociais.
Caso você tenha familiares 
ou conhecidos em regiões 
concernentes, favor avisá
-los a respeito.

designadas.
Ele afirma que quando 
é alertado sobre alguém 
apresentando febre, pri-
meiro faz perguntas sobre 
sua condição por telefone. 
Em alguns casos, ele pode 
apenas receitar medica-
mentos.
Quando há necessidade de 
ver um paciente, ele abre a 
porta do quarto e faz per-
guntas a uma distância de 
1,5 metro. Se for necessá-
rio examinar o paciente, 
ele pede auxílio de outra 
equipe médica com roupa 
de proteção completa.

Companhias aéreas poderão registrar 
queda na receita pela primeira vez 
desde 2008

Presidente do Banco Central do Japão 
manifesta preocupações sobre 
o impacto do coronavírus na economia

Japão vai lançar projeto de pesquisa 
de emergência sobre o coronavírus

Novo coronavírus (21/02/2020)

Novo coronavírus (21/02/2020)

Novo coronavírus (20/02/2020)

Um grupo global de com-
panhias aéreas comerciais 
estima que a disseminação 
do novo coronavírus irá 
provocar a primeira queda 
anual na demanda de via-
gens aéreas desde a crise 
financeira de 2008.

O presidente do Banco 
Central do Japão, Haruhi-
ko Kuroda, expressou pre-
ocupações sobre o impacto 
do surto do coronavírus na 
economia. Na sexta-feira, 
Kuroda proferiu um dis-
curso para um comitê da 

O Ministério da Edu-
cação, Cultura, Esportes, 
Ciência e Tecnologia do 
Japão anunciou um projeto 
de pesquisa de emergência 
sobre o novo coronavírus.
A pasta informou nesta 
quinta-feira que financiará 
pesquisas em seis univer-
sidades japonesas partici-

A Associação Internacio-
nal de Transporte Aéreo 
fez esta estimativa com 
base nos cancelamentos de 
voos com destino ou pro-
cedência da China conti-
nental e Hong Kong.
Segundo a organização, 

Câmara Baixa.
Kuroda disse: “Há preo-
cupações específicas de 
setores como hotelaria e 
lojas de departamentos so-
bre a queda no número de 
turistas da China. Precisa-
mos estar cientes de que o 

pantes do projeto. São elas 
a Universidade de Naga-
saki, a Universidade de 
Tóquio, a Universidade de 
Osaka, a Universidade de 
Tohoku, a Universidade de 
Kobe e a Universidade de 
Niigata.
O ministério explica que 
especialistas nestas insti-

Especialistas americanos 
realizam estudo do ecossistema 
pós-tsunami no Japão

Pedidos de maquinário registram 
recuo de 12% em dezembro no Japão

Hayabusa2 continua retornando à 
Terra conforme planejado

Tsunami (19/02/2020)

Novo coronavírus (19/02/2020)

Hayabusa2 (21/02/2020)

Uma equipe americana 
de especialistas em meio
-ambiente pesquisou uma 
região no nordeste do Ja-
pão atingida por um pode-
roso terremoto seguido de 
tsunami em 11 de março 
de 2011.
Na terça-feira, a equipe 
do Centro de Pesquisa do 
Meio-Ambiente Smithso-
nian visitou uma lagoa na 
cidade de Rikuzentaka-
ta na província de Iwate. 
A lagoa foi conectada ao 
oceano após o grande tsu-
nami. Obras estão em an-
damento para construir um 
quebra-mar visando subs-
tituir bancos de areia que 
separavam a lagoa do oce-
ano, e que foram levados 
pelo tsunami. Trabalha-
dores também estão cons-

Um indicador-chave de 
investimentos de capital 
no Japão registrou sua pri-
meira queda em dois me-
ses.
Segundo o Escritório do 
Gabinete, pedidos de ma-
quinário em dezembro de 
2019 recuaram 12,5% em 
relação ao mês anterior. 
O número exclui os seto-
res de construção naval e 
de usinas de eletricidade 
devido à sua tendência de 
grandes flutuações.

A agência espacial do 
Japão disse que sua sonda 
de exploração de asteroi-
des está retornando à Terra 
conforme planejado após 
o primeiro processo de in-
jeção nos seus principais 
motores .
Em dezembro do ano pas-
sado, a sonda Hayabusa2 
começou seu trajeto de 
volta completando uma 
missão de exploração no 
asteroide Ryugu.
A Agência de Exploração 
Aeroespacial do Japão, 
Jaxa, anunciou, na quin-
ta-feira, que Hayabusa2 
completou um processo de 

truindo barreiras ao longo 
dos rios que desembocam 
na lagoa.
Pesquisadores investiga-
ram a topografia e o fluxo 
da água para observar se 
criavam ou não baixios 
e mangues que recupe-
rassem o ecossistema da 
lagoa, sem trazer grandes 
mudanças para as obras.
Recuperar o ecossistema 
costeiro tem sido um desa-
fio para a cidade, já que a 
pesca de abalone e outros 
tipos de vida marinha caiu 
muito após o desastre.
Os cientistas dizem que 
se o meio-ambiente da la-
goa apresentar melhoras, 
o mesmo pode ocorrer no 
mar ao seu redor. A equipe 
planeja apresentar suges-
tões ao governo local e ou-
tros grupos.

Os pedidos no Japão en-
contram-se em queda des-
de julho do ano passado. 
A exceção foi um pico 
em novembro, quando o 
número foi fortemente in-
fluenciado por pedidos de 
larga escala de vagões de 
trem.
Já a demanda de setores 
não manufatureiros recuou 
21,3%. Pedidos de empre-
sas manufatureiras, por 
sua vez, registraram alta 
de 4,3%.

injeção de 880 horas nos 
seus motores a íon.
Os especialistas dizem que 
a sonda se encontra cerca 
de 239 milhões de quilô-
metros da Terra, viajando 
a uma velocidade de 24,35 
km por segundo, conforme 
planejado.
A segunda injeção no mo-
tor deverá ter início em 
maio. De acordo com os 
planos da agência, a sonda 
desconectará uma cápsula 
de reentrada que se espera 
conter amostras de rochas, 
em novembro ou dezem-
bro, antes de aterrissar em 
um deserto na Austrália.

o número de passageiros 
deve cair 8,2 por cento na 
região Ásia-Pacífico em 
comparação com o ano 
anterior. Isso significa que 
haverá queda de 27,8 bi-
lhões de dólares na receita 
de companhias aéreas na 

impacto sobre a economia 
japonesa poderá ser maior 
do que o esperado agora.”
Kuroda reiterou que o ban-
co não vai hesitar em to-
mar medidas adicionais de 
afrouxamento monetário, 
caso seja necessário.

tuições têm acesso a cen-
tros de pesquisa localiza-
dos no Vietnã, na China, na 
Tailândia, nas Filipinas, na 
Indonésia e em Mianmar.
A meta do projeto é a co-
leta de informações sobre 
o coronavírus e o desen-
volvimento de métodos de 
cultivo do agente infeccio-

região. Praticamente me-
tade desse valor seria de 
companhias aéreas chine-
sas.
A associação prevê que a 
perda na receita total glo-
bal neste ano poderá che-
gar a 29,3 bilhões de dóla-
res.

Ele disse que o efeito do 
surto sobre a economia 
global estará no topo da 
agenda do encontro dos 
ministros das Finanças e 
presidentes dos bancos 
centrais do G20 na Arábia 
Saudita ao longo do fim de 
semana.

so.
Funcionários da pasta ma-
nifestam expectativa de 
que o compartilhamento 
de informações originadas 
em países asiáticos venha 
a contribuir para que kits 
de exame e vacinas sejam 
colocados em uso prático.
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今こ

年と
し

は
１
２
県け

ん

人じ
ん

会か
い

が

周し
ゅ
う

年ね
ん

の
節ふ

し

目め

を
迎む

か

え
、
多お

お

く
の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

が
母ぼ

県け
ん

と
連れ

ん

携け
い

し
、
記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

の
準

じ
ゅ
ん

備び

を
進す

す

め
て
い
る
。
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
行

ぎ
ょ
う

事じ

は
、
知ち

事じ

や
県け

ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
うが

来ら
い

伯は
く

・
出

し
ゅ
っ

席せ
き

す
る
こ
と
で
一い

っ

　

今こ

年と
し

は
１
２
県け

ん

人じ
ん

会か
い

が
創そ

う

立り
つ

し
て
か
ら
節ふ

し

目め

の
年と

し

を
迎む

か

え
る
。
現げ

ん

時じ

点て
ん

で
３
県け

ん

は
式し

き

典て
ん

開か
い

催さ
い

が
未み

計け
い

画か
く

だ
が
、
９
県け

ん

は

日に

本ほ
ん

か
ら
知ち

事じ

や
県け

ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
うら
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

を
迎む

か

え
て
式し

き

典て
ん

を
行

お
こ
な
っ
た
り
、
記き

念ね
ん

事じ

業ぎ
ょ
うを
実じ

っ

行こ
う

し
て
、
日に

っ

伯ぱ
く

交こ
う

流り
ゅ
うの
深し

ん

化か

や

県け
ん

人じ
ん

会か
い

活か
つ

動ど
う

の
活か

っ

性せ
い

化か

の
キ
ッ
カ
ケ
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。そ
ん
な
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

に
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

な
ど
の
予よ

定て
い

を
聞き

い
た
。

層そ
う

盛も

り
上あ

が
る
。
だ
が
今こ

年と
し

は
東と

う

京き
ょ
う

五ご

輪り
ん

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
る

関か
ん

係け
い

で
、
知ち

事じ

の
日に

っ

程て
い

調ち
ょ
う

整せ
い

が
難む

ず
か

し
い
と
い
う
。
ブ
ラ
ジ

ル
広ひ

ろ

島し
ま

文ぶ
ん

化か

セ
ン
タ
ー
で
は
、

知ち

事じ

に
同ど

う

席せ
き

し
て
も
ら
う
た

め
、
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
来ら

い

年ね
ん

に
行

お
こ
な

う
。
県け

ん

人じ
ん

会か
い

活か
つ

動ど
う

の
活か

っ

性せ
い

化か

の
た
め
に
も
、
で
き
る
だ
け

を
聖せ

い

市し

の
秋あ

き

田た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

館か
ん

に
て
開か

い

催さ
い

予よ

定て
い

で
、
こ
れ
を

創そ
う

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

と
し
て
い
る
。

　

在ざ
い

伯は
く

群ぐ
ん

馬ま

県け
ん

人じ
ん

文ぶ
ん

化か

協
き
ょ
う

会か
い

（
磯い

そ

白し
ら

田た

ネ
ウ
ザ
会か

い

長ち
ょ
う）

は
、
創そ

う

立り
つ

７
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
１
０
月が

つ

１
１
日に

ち

に
、
三み

重え

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

館か
ん

で
挙き

ょ

行こ
う

予よ

定て
い

。
母ぼ

県け
ん

か
ら
は
県け

ん

庁ち
ょ
う

国こ
く

際さ
い

課か

職し
ょ
く

員い
ん

が
来ら

い

伯は
く

す
る
方ほ

う

向こ
う

で

進す
す

め
て
い
る
。
た
だ
し
、
次つ

ぎ

の
８
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
見み

据す

え
て
、

大お
お

き
な
行

ぎ
ょ
う

事じ

に
は
せ
ず
、
内う

ち

輪わ

で
節ふ

し

目め

を
祝い

わ

う
と
い
う
。

同ど
う

県け
ん

は
聖せ

い

州し
ゅ
うと
の
姉し

妹ま
い

提て
い

携け
い

も
４
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
る
。

　

東と
う

京き
ょ
う

都と

友ゆ
う

会か
い

（
鈴す

ず

木き

ワ
グ

ネ
ル
会か

い

長ち
ょ
う）
は
創そ

う

立り
つ

５
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
る
が
、
式し

き

典て
ん

な
ど

記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

の
予よ

定て
い

は
今い

ま

の
と

こ
ろ
立た

っ
て
い
な
い
。
３
月が

つ

に

定て
い

期き

総そ
う

会か
い

で
役や

く

員い
ん

改か
い

選せ
ん

が
行

お
こ
な

わ
れ
る
た
め
、
そ
の
後ご

の
新し

ん

役や
く

員い
ん

で
記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

に
つ
い
て

協き
ょ
う

議ぎ

す
る
。

　

神か

奈な

川が
わ

県け
ん

文ぶ
ん

化か

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

（
行

ぎ
ょ
う

徳と
く

ミ
ル
ト
ン
会か

い

長ち
ょ
う）

も
創そ

う

立り
つ

５
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
る

が
、
現げ

ん

在ざ
い

記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

を
行

お
こ
な

う
予よ

定て
い

は
な
い
。
行

ぎ
ょ
う

徳と
く

会か
い

長
ち
ょ
う

を
含ふ

く

む
理り

事じ

は
、
１
月が

つ

の
定て

い

期き

総そ
う

会か
い

で
選せ

ん

出し
ゅ
つさ
れ
た
ば
か

り
で
、「
今こ

ん

後ご

の
役や

く

員い
ん

会か
い

で
記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

に
つ
い
て
協

き
ょ
う

議ぎ

す
る
」

と
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
富と

山や
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
市い

ち

川か
わ

利と
し

雄お

会か
い

長ち
ょ
う）
は
、
創そ

う

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

と
同ど

う

県け
ん

・
聖せ

い

州し
ゅ
う

友ゆ
う

好こ
う

提て
い

携け
い

３
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
１
１
月が

つ

８
日か

に
、

聖せ
い

市し

の
愛あ

い

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

館か
ん

で

開か
い

催さ
い

予よ

定て
い

。
市い

ち

川か
わ

会か
い

長ち
ょ
うに
よ

れ
ば
「
知ち

事じ

に
来き

て
ほ
し
い

が
、
秋あ

き

に
知ち

事じ

の
任に

ん

期き

満ま
ん

了
り
ょ
う

に
伴と

も
な
う
改か

い

選せ
ん

が
あ
り
、
ど
う

な
る
か
分わ

か
ら
な
い
」
と
の
こ

と
。「
他ほ

か

に
も
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

行
ぎ
ょ
う

事じ

を
行お

こ
ない
た
い
。
し
た
い
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
も
述の

べ
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

活か
っ

性せ
い

化か

に
向む

け

て
意い

欲よ
く

を
見み

せ
た
。

　

在ざ
い

伯は
く

奈な

良ら

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
鈴す

ず

木き

肇は
じ
めジ
ル
ベ
ル
ト
会か

い

長ち
ょ
う）
は
、

創そ
う

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を

１
０
月が

つ

１
８
日に

ち

に
、
愛あ

い

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

館か
ん

で
行お

こ
な
う
。
知ち

事じ

の

来ら
い

伯は
く

は
母ぼ

県け
ん

と
調

ち
ょ
う

整せ
い

中ち
ゅ
うで
、

市し

議ぎ

が
１
０
人に

ん

ほ
ど
来ら

い

伯は
く

予よ

定て
い

。
記き

念ね
ん

誌し

も
制せ

い

作さ
く

す
る
。

　

在ざ
い

伯は
く

大お
お

阪さ
か

な
に
わ
会か

い

（
下し

も

平ひ
ら

尾お

清き
よ

美み

会か
い

長ち
ょ
う）
は
創そ

う

立り
つ

５
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
る
が
、
記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

の
開か

い

催さ
い

予よ

定て
い

は
な

い
。
事じ

務む

局き
ょ
くに
よ
れ
ば
、「
今こ

ん

後ご

検け
ん

討と
う

す
る
」
と
い
う
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
松ま

つ

下し
た

マ
ル
リ
会か

い

長ち
ょ
う）
は
、
創そ

う

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
挙き

ょ

行こ
う

す
る
予よ

定て
い

だ
が
、
詳

し
ょ
う

細さ
い

は

　
「
ブ
ラ
ジ
ル
は
Ｗ
杯は

い

で
マ
ナ

ウ
ス
、
レ
シ
フ
ェ
、
に
も
行い

っ

た
こ
と
が
あ
る
。
マ
ナ
ウ
ス

は
ア
マ
ゾ
ン
を
探た

ん

検け
ん

し
ま
し

た
よ
。
楽た

の

し
か
っ
た
」。
サ
ッ

カ
ー
日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
うの
専せ

ん

属ぞ
く

シ
ェ

フ
、
別べ

つ

名め
い

「
サ
ム
ラ
イ
ブ
ル

ー
の
料

り
ょ
う

理り

人に
ん

」の
西に

し

芳よ
し

照て
る

さ
ん

（
５
８
、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

）
は
、
そ

う
言い

っ
て
懐な

つ

か
し
そ
う
に
笑え

顔が
お

を
浮う

か
べ
た
。

　

福ふ
く

島し
ま

県け
ん

庁ち
ょ
うに
よ
る
「
令れ

い

和わ

元が
ん

年ね
ん

度ど

中ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

・
北ほ

く

米べ
い

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

子し

弟て
い

研け
ん

修し
ゅ
う」
で
、
研け

ん

修し
ゅ
う

生せ
い

が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中ち

ゅ
うの

１
月が

つ

２
５
日に

ち

に
訪お

と
ず
れ
た
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

観か
ん

光こ
う

物ぶ
っ

産さ
ん

館か
ん

で
偶ぐ

う

然ぜ
ん

取し
ゅ

材ざ
い

し
た
。
西に

し

さ
ん
は
、
こ
の
日ひ

に
同ど

う

館か
ん

で
開か

い

催さ
い

中ち
ゅ
うの
相そ

う

双そ
う

地ち

方ほ
う

観か
ん

光こ
う

物ぶ
っ

産さ
ん

展て
ん

「
そ
う
そ
う

未み

定て
い

。
事じ

務む

局き
ょ
くは
「
８
月が

つ

頃ご
ろ

に
な
る
の
で
は
」
と
し
て
い

る
。
同ど

う

県け
ん

・
パ
ラ
ナ
州

し
ゅ
う

姉し

妹ま
い

提て
い

携け
い

も
５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
、

同ど
う

県け
ん

の
海か

い

外が
い

出し
ゅ
っ

張ち
ょ
う

所じ
ょ

で
あ

る
「
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

ブ
ラ
ジ
ル
事じ

務む

所し
ょ

」（
永な

が

田た

展の
ぶ

之ゆ
き

所し
ょ

長ち
ょ
う）
が

同ど
う

州し
ゅ
うク
リ
チ
バ
市し

に
あ
る
こ

と
か
ら
、
聖せ

い

・
パ
ラ
ナ
両

り
ょ
う

州
し
ゅ
う

で
同ど

う

時じ

期き

に
記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

を
開ひ

ら

き
、
知ち

事じ

の
出

し
ゅ
っ

席せ
き

を
予よ

定て
い

し

て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
広ひ

ろ

島し
ま

文ぶ
ん

化か

セ
ン

タ
ー
（
吉よ

し

広ひ
ろ

ロ
ベ
ル
ト
貞さ

だ

夫お

会か
い

長ち
ょ
う）
は
、
創そ

う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
知ち

事じ

も
同ど

う

席せ
き

の

上う
え

、
来ら

い

年ね
ん

の
１
月が

つ

頃ご
ろ

に
聖せ

い

市し

の
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

館か
ん

で
開か

い

催さ
い

予よ

定て
い

。
知ち

事じ

の
都つ

合ご
う

に
よ
り
来ら

い

年ね
ん

に
な
っ
た
。
な
お
今こ

年と
し

の

美び

食し
ょ
くフ
ェ
ア
」
で
料

り
ょ
う

理り

を
振ふ

る

舞ま

う
た
め
に
来き

て
い
た
。

　

西に
し

さ
ん
が
話は

な

し
た

２
０
１
４
年ね

ん

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯は

い

は
、
開か

い

催さ
い

国こ
く

ブ
ラ
ジ
ル
に
と
っ

て
は
悪あ

く

夢む

の
よ
う
な
大た

い

会か
い

だ

っ
た
。「
当と

う

然ぜ
ん

優ゆ
う

勝し
ょ
う」
と
の
期き

待た
い

を
背せ

負お

っ
て
４
位い

に
終お

わ
っ

た
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
に
７

対た
い

１
で
負ま

け
た
。
今い

ま

で
も
サ

　

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

福ふ
く

祉し

施し

設せ
つ

「
憩

い
こ
い

の
園そ

の

」
の
入

に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

家か

族ぞ
く

を

中ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
た
「
憩い

こ
いの
園そ

の

の
家か

族ぞ
く

と
友ゆ

う

人じ
ん

グ
ル
ー
プ
」
が
主し

ゅ

催さ
い

、
社し

ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

法ほ
う

人じ
ん

救き
ゅ
う

済さ
い

会か
い

（
佐さ

藤と
う

直す
な
お

会か
い

長ち
ょ
う）
が
後こ

う

援え
ん

す
る
「
慈じ

善ぜ
ん

ビ
ン
ゴ
大た

い

会か
い

」

が
２
９
日に

ち

午ご

後ご

１
時じ

〜
午ご

後ご

５
時じ

ま
で
、
聖せ

い

市し

リ
ベ
ル

ダ
ー
デ
区く

の
静し

ず

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

館か
ん

（R
u
a V
erg
u
eiro
, 

1
9
3

）
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。

入
に
ゅ
う

場じ
ょ
う

協き
ょ
う

力り
ょ
く

券け
ん

２
０
レ
ア

ル
で
、
豪ご

う

華か

景け
い

品ひ
ん

が
当あ

た
る

ビ
ン
ゴ
券け

ん

が
４
枚ま

い

つ
い
て
く

る
。
会か

い

場じ
ょ
うで
は
弁べ

ん

当と
う

、
飲の

み

物も
の

、
ケ
ー
キ
、
か
き
氷

ご
お
り

等な
ど

が

販は
ん

売ば
い

さ
れ
る
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企き

画か
く

し

た
「
憩い

こ
い
の
園そ

の

の
家か

族ぞ
く

と
友ゆ

う

人じ
ん

グ
ル
ー
プ
」
は
、
４
９
の
入

に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

家か

族ぞ
く

ら
を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
て

２
０
１
７
年ね

ん

に
設せ

つ

立り
つ

。
メ

ン
バ
ー
の
１
人り

で
母は

は

親お
や

が
入

に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

の
竹た

け

田だ

ミ
サ
エ
さ
ん
は

「
家か

族ぞ
く

を
預あ

ず

け
る
だ
け
じ
ゃ

な
く
、
他ほ

か

の
家か

族ぞ
く

と
交こ

う

流り
ゅ
うし

た
い
と
思お

も
っ
た
」
と
話は

な

す
。

　

そ
の
後ご

、
竹た

け

田だ

さ
ん
は
２

人り

の
女じ

ょ

性せ
い

メ
ン
バ
ー
と
「
一い

っ

緒し
ょ

に
憩い

こ
いの
園そ

の

の
役や

く

に
立た

つ
事こ

と

を
し

よ
う
」
と
話は

な

し
合あ

い
、
昨さ

く

年ね
ん

１
１
月が

つ

に
憩い

こ
い
の
園そ

の

で
ビ
ン
ゴ

大た
い

会か
い

を
企き

画か
く

。
そ
の
時と

き

は
家か

族ぞ
く

と
友ゆ

う

人じ
ん

の
み
だ
っ
た
。

　

今こ
ん

回か
い

は
ム
ロ
ハ
シ
・
ケ
イ
ゾ

ウ
さ
ん
が
静し

ず

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
原は

ら

永な
が

門と

会か
い

長ち
ょ
うと
話は

な

し
て
会か

い

場じ
ょ
うを

会か
い

長ち
ょ
うは
「
１
９ 

５
８
年ね

ん

に
ド

ナ
・
マ
ル
ガ
リ
ー
ダ
が
２
人り

の
男だ

ん

性せ
い

と
集あ

つ

ま
っ
て
憩い

こ
いの
園そ

の

が

作つ
く

ら
れ
た
よ
う
に
、
今こ

ん

度ど

は

入に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

の
家か

族ぞ
く

が
集あ

つ

ま
っ
て

こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
企き

画か
く

さ
れ

た
。
役や

く

員い
ん

会か
い

も
喜よ

ろ
こ
ん
で
手て

伝つ
だ

い
た
い
」
と
語か

た

る
。

　

来ら
い

社し
ゃ

し
た
竹た

け

田だ

さ
ん
、
ム

ロ
ハ
シ
さ
ん
、
佐さ

藤と
う

会か
い

長ち
ょ
う、

吉よ
し

岡お
か

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うは
「
こ
れ
が
上う

知ち

事じ

ら
母ぼ

県け
ん

の
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

に
は

来き

て
ほ
し
い
と
こ
ろ
。

　
　
　
　
　

◎

　

福ふ
く

島し
ま

県け
ん

観か
ん

光こ
う

物ぶ
っ

産さ
ん

館か
ん

で
出で

会あ

っ
た
サ
ッ
カ
ー
日に

本ほ
ん

代だ
い

表
ひ
ょ
う

専せ
ん

属ぞ
く

シ
ェ
フ
と
し
て
活か

つ

躍や
く

し
て

い
る
西に

し

芳よ
し

照て
る

さ
ん
に
、
当と

う

地ち

の
日に

本ほ
ん

食し
ょ
くに
つ
い
て
印い

ん

象し
ょ
う

を

聞き

く
と
、「
昔む

か
し

な
が
ら
の
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

が
多お

お

い
感か

ん

じ
か
な
」
と

語か
た

る
。「
昔

む
か
し

来き

た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の

料り
ょ
う

理り

を
継け

い

承し
ょ
うし
て
い
る
だ
ろ

う
か
ら
、
懐な

つ

か
し
い
料

り
ょ
う

理り

で

す
よ
ね
」
と
の
こ
と
。
確た

し

か

に
、
当と

う

地ち

に
訪お

と
ず

れ
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
「
“
明め

い

治じ

の
日に

本ほ
ん

”
が
残の

こ

っ
て
い
る
」
と
言い

わ
れ
る
の
で
、

言い

い
得え

て
妙み

ょ
う

か
も
。

知ち

事じ

ら
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

も
続ぞ

く

々ぞ
く

来ら
い

伯は
く

予よ

定て
い

９
県け

ん

が
式し

き

典て
ん

や
記き

念ね
ん

事じ

業ぎ
ょ
う

計け
い

画か
く

中ち
ゅ
う

ッ
カ
ー
界か

い

に
は
そ
の
ト
ラ
ウ
マ

が
残の

こ
っ
て
い
る
ほ
ど
だ
。

　

あ
の
と
き
、
西に

し

さ
ん
は
サ

ッ
カ
ー
日に

本ほ
ん

代だ
い

専せ
ん

属ぞ
く

表お
も
てシ
ェ
フ

と
し
て
チ
ー
ム
と
一い

っ

緒し
ょ

に
来き

て

い
た
わ
け
だ
。

　

そ
の
際さ

い

に
、「
せ
っ
か
く
ブ

ラ
ジ
ル
に
来き

て
い
る
か
ら
」
と

選せ
ん

手し
ゅ

に
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
ー
ダ
を

作つ
く
っ
て
出だ

し
た
こ
と
も
あ
る
そ

専せ
ん

属ぞ
く

シ
ェ
フ
が
太た

い

鼓こ

判ば
ん

「
福ふ

く

島し
ま

の
食し

ょ
く

材ざ
い

は
最さ

い

高こ
う

で
す
！
」

入に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

家か

族ぞ
く

が
初は

じ

め
て
主し

ゅ

催さ
い

憩い
こ
い

の
園そ

の

慈じ

善ぜ
ん

ビ
ン
ゴ
大た

い

会か
い

、
２
９
日に

ち米べ
い

加か

州し
ゅ
う

、
議ぎ

会か
い

が
決け

つ

議ぎ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

強き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

を
公こ

う

式し
き

謝し
ゃ

罪ざ
い

か
ら
結け

っ

構こ
う

日に

本ほ
ん

の
選せ

ん

手し
ゅ

に
喜

よ
ろ
こ

ば
れ
た
ん
で
す
よ
」
と
思お

も

い

出だ

す
。
他ほ

か

に
も
「
ジ
ー
コ
や

兄あ
に

の
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
に
も
ブ
ラ

ジ
ル
料

り
ょ
う

理り

を
作つ

く

っ
た
」
と
代だ

い

表ひ
ょ
う

専せ
ん

属ぞ
く

の
シ
ェ
フ
な
ら
で
は
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話は

な

す
。

　

元も
と

々も
と

は
、
同ど

う

研け
ん

修し
ゅ
う

生せ
い

一い
っ

行こ
う

が
訪ほ

う

問も
ん

し
た
日に

本ほ
ん

初は
つ

の
サ

ッ
カ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
」
で
、
震し

ん

災さ
い

前ま
え

ま
で
総そ

う

料
り
ょ
う

理り

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
て
い
た
。

　

被ひ

災さ
い

後ご

は
、
原げ

ん

発ぱ
つ

事じ

故こ

対た
い

応お
う

の
最さ

い

前ぜ
ん

線せ
ん

基き

地ち

と
な
っ
た

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
作さ

業ぎ
ょ
う

員い
ん

の

た
め
に
料

り
ょ
う

理り

を
振ふ

る
舞ま

っ
た
。

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
再さ

い

開か
い

後ご

は
、
料

り
ょ
う

理り

の
監か

ん

修し
ゅ
うや
メ
ニ
ュ
ー
開か

い

発は
つ

に

従じ
ゅ
う

事じ

す
る
傍か

た
わ
ら
、
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
「
い
わ
き
Ｆ
Ｃ
パ
ー
ク
」

で
『
ニ
シ
ズ
キ
ッ
チ
ン
』
を
出

し
ゅ
っ

店て
ん

し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
西に

し

さ
ん
に
福ふ

く

島し
ま

の
オ
ス
ス
メ
料

り
ょ
う

理り

を
聞き

く
と
、

「
こ
こ
の
食

し
ょ
く

材ざ
い

は
日に

本ほ
ん

一い
ち
だ
か

ら
、
オ
ス
ス
メ
は
た
く
さ
ん

あ
る
。
海う

み

な
ら
鮃ひ

ら
め
や
鯖さ

ば

、
山や

ま

な
ら
山さ

ん

菜さ
い

、
そ
れ
か
ら
フ
ル

ー
ツ
も
全す

べ

て
が
美お

味い

し
い
。

今い
ま

は
も
う
普ふ

通つ
う

に
暮く

ら
せ
て

い
て
良よ

い
場ば

所し
ょ

で
す
。
ぜ
ひ
ブ

ラ
ジ
ル
の
人ひ

と

も
来き

て
く
だ
さ

い
」
と
頷う

な
ずき
微

ほ
ほ
え

笑
ん
だ
。

　
【
ラ
ス
ベ
ガ
ス
共

き
ょ
う

同ど
う

】
米べ

い

カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

し
ゅ
う

議ぎ

会か
い

の
下か

院い
ん

本ほ
ん

会か
い

議ぎ

は
２
０
日か

、
第だ

い

２

次じ

大た
い

戦せ
ん

中ち
ゅ
う、
同ど

う

州し
ゅ
うな
ど
西に

し

海か
い

岸が
ん

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
約や

く

１
２
万ま

ん

人に
ん

の

日に
っ

系け
い

人じ
ん

が
強

き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

さ
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
公こ

う

民み
ん

権け
ん

と
自じ

由ゆ
う

を
守ま

も

れ
な
か
っ

た
こ
と
を
謝し

ゃ

罪ざ
い

す
る
決け

つ

議ぎ

案あ
ん

を
満ま

ん

場じ
ょ
う

一い
っ

致ち

で
可か

決け
つ

し
た
。

　

強
き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

は
、
１
９
４
２

年ね
ん

に
当と

う

時じ

の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うが
署し

ょ

名め
い

し
た
「
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

令れ
い

９
０
６
６
号ご

う

」
が

根こ
ん

拠き
ょ

。
８
８
年ね

ん

に
レ
ー
ガ
ン

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うが
「
市し

民み
ん

の
自じ

由ゆ
う

法ほ
う

（
強

き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

補ほ

償し
ょ
う

法ほ
う

）」
に

署し
ょ

名め
い

し
、
米べ

い

政せ
い

府ふ

と
し
て
過

あ
や
ま

ち
を
認み

と

め
謝し

ゃ

罪ざ
い

し
て
い
る
が
、

地じ

元も
と

議ぎ

会か
い

も
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うの
署し

ょ

名め
い

か
ら
７
８
年ね

ん

を
迎む

か

え
公こ

う

式し
き

の
謝し

ゃ

罪ざ
い

を
示し

め

し

た
。

　

決け
つ

議ぎ

提て
い

案あ
ん

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
っ

た
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

の
ア
ル
・
ム
ラ
ツ

チ
議ぎ

員い
ん

は
、
ト
ラ
ン
プ
政せ

い

権け
ん

に
よ
る
米べ

い

国こ
く

第だ
い

一い
ち

主し
ゅ

義ぎ

や
不ふ

寛か
ん

容よ
う

な
移い

民み
ん

政せ
い

策さ
く

を
念ね

ん

頭と
う

１２県
けん

人
じん

会
かい

が節
ふし

目
め

迎
むか

える
（７） ２０２０年第５４３４号  ２月 ２２日 （土曜日）

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
開か

い

催さ
い

予よ

定て
い

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

西
にし

芳
よし

照
てる

さん

来
らい

社
しゃ

した皆
みな

さん

７
、８
月が

つ

頃ご
ろ

に
も
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

員い
ん

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
、
内う

ち

輪わ

で
節ふ

し

目め

を
祝い

わ

う
会か

い

を
開ひ

ら

く
。
吉よ

し

広ひ
ろ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
式し

き

典て
ん

の
他ほ

か

に
も
記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

を
行

お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
」

と
話は

な

し
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
香か

川が
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
高た

か

橋は
し

エ
ウ
ザ
会か

い

長ち
ょ
う）
は
、
創そ

う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
行

お
こ
な

う
予よ

定て
い

だ
が
、
詳

し
ょ
う

細さ
い

は
未み

定て
い

。
知ち

事じ

が
来ら

い

伯は
く

予よ

定て
い

で
、
母ぼ

県け
ん

と
日に

っ

程て
い

を
調

ち
ょ
う

整せ
い

中ち
ゅ
う。

　

ブ
ラ
ジ
ル
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
南み

な
み
ア
ゴ
ス
チ
ー
ニ
ョ
俊と

し

男お

会か
い

長ち
ょ
う）
は
、
創そ

う

立り
つ

９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

・

県け
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
７
月が

つ

１
９
日に

ち

に
開か

い

催さ
い

予よ

定て
い

。
知ち

事じ

ら
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

の
来ら

い

伯は
く

に
関か

ん

し
、
現げ

ん

在ざ
い

母ぼ

県け
ん

と
調

ち
ょ
う

整せ
い

中ち
ゅ
う。
県け

ん

庁ち
ょ
うが
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ

サ
ッ
カ
ー

日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

ウ
ス
で
県け

ん

特と
く

産さ
ん

品ひ
ん

を
紹

し
ょ
う

介か
い

す

る
福ふ

く

岡お
か

フ
ェ
ア
ー
を
開か

い

催さ
い

す

る
予よ

定て
い

。

　

ブ
ラ
ジ
ル
佐さ

賀が

県け
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い（
西に

し

山や
ま

実み
の
る

会か
い

長ち
ょ
う）は
、

創そ
う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を

８
月が

つ

末ま
つ

頃ご
ろ

に
行お

こ
な
う
予よ

定て
い

。
知ち

事じ

も
来ら

い

伯は
く

す
る
方ほ

う

向こ
う

で
母ぼ

県け
ん

と
調

ち
ょ
う

整せ
い

し
て
い
る
。

手ま

く
い
っ
た
ら
、
ま
た
別べ

つ

の
イ

ベ
ン
ト
を
や
る
こ
と
も
考か

ん
がえ
て

い
ま
す
。
是ぜ

非ひ

遊あ
そ

び
に
来き

て

く
だ
さ
い
」
と
来ら

い

場じ
ょ
うを
呼よ

び

か
け
た
。

　

入
に
ゅ
う

場じ
ょ
う

協き
ょ
う

力り
ょ
く

券け
ん

は
憩い

こ
いの
園そ

の

（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
３
２
０
８ 

・

７
２
４
８
／
２
４
８
０
・
１ 

１
２
２
）
で
販は

ん

売ば
い

し
て
い
る
。

問と

い
合あ

わ
せ
も
同ど

う

事じ

務む

所し
ょ

ま

で
。

に
「
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

か
ら
の
移い

民み
ん

の

子こ

ど
も
が
施し

設せ
つ

に
入い

れ
ら
れ
、

イ
ス
ラ
ム
教

き
ょ
う

徒と

が
入

に
ゅ
う

国こ
く

禁き
ん

止し

の
標

ひ
ょ
う

的て
き

に
さ
れ
て
い
る
。
同お

な

じ
歴れ

き

史し

を
繰く

り
返か

え

さ
ぬ
よ
う

教き
ょ
う

訓く
ん

か
ら
学ま

な

ぶ
べ
き
だ
」
と

訴う
っ
たえ
た
。
同ど

う

党と
う

の
レ
ン
ド
ン

下か

院い
ん

議ぎ

長ち
ょ
うも
「
私わ

た
し
た
ち
の
行

お
こ
な

い
が
後こ

う

継け
い

世せ

代だ
い

に
謝し

ゃ

罪ざ
い

を
強し

い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
誠せ

い

実じ
つ

、
公こ

う

正せ
い

に
行こ

う

動ど
う

し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述の

べ
た
。

　

決け
つ

議ぎ

は
「
過か

去こ

の
過あ

や
ま

ち

か
ら
学ま

な

び
、
米べ

い

国こ
く

の
い
か
な

る
社し

ゃ

会か
い

に
も
、
こ
の
よ
う
な

自じ

由ゆ
う

に
対た

い

す
る
攻こ

う

撃げ
き

が
二に

度ど

と
起お

こ
ら
な
い
よ
う
保ほ

証
し
ょ
う

す
る
こ
と
が
重

じ
ゅ
う

要よ
う

だ
」
と
明め

い

記き

。「
全す

べ

て
の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

に
対た

い

し
、

第だ
い

２
次じ

大た
い

戦せ
ん

中ち
ゅ
うに
不ふ

当と
う

な
排は

い

斥せ
き

や
立た

ち
退の

き
、
投と

う

獄ご
く

を
支し

持じ

し
、
公こ

う

民み
ん

権け
ん

や
市し

民み
ん

の
自じ

由ゆ
う

を
擁よ

う

護ご

で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
謝し

ゃ

罪ざ
い

す
る
」
と
し
た
。

　

議ぎ

場じ
ょ
うに
は
強

き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

に

入い

れ
ら
れ
た
日に

っ

系け
い

人じ
ん

や
家か

族ぞ
く

ら
も
お
り
、
議ぎ

員い
ん

ら
か
ら
拍は

く

手し
ゅ

が
送お

く

ら
れ
た
。

　

４
１
年ね

ん

１
２
月が

つ

の
真し

ん

珠じ
ゅ

湾わ
ん

攻こ
う

撃げ
き

後ご

、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
日に

っ

系け
い

人じ
ん

が
安あ

ん

全ぜ
ん

保ほ

障
し
ょ
う

の
脅

き
ょ
う

威い

に
な
る
と
し
て
、
４ 

２
年ね

ん

２
月が

つ

に
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

令れ
い

に
署し

ょ

名め
い

。
日に

っ

系け
い

人じ
ん

は
住す

み
慣な

れ
た

家い
え

を
追お

い
立た

て
ら
れ
、
砂さ

漠ば
く

や
荒あ

れ
地ち

な
ど
に
設も

う

け
ら
れ

た
強

き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

に
入い

れ
ら
れ

た
。

　

全ぜ
ん

米べ
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

博は
く

物ぶ
つ

館か
ん

（
同ど

う

州し
ゅ
うロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）
の
ア

ン
・
バ
ロ
ウ
ズ
館か

ん

長ち
ょ
うは
声せ

い

明め
い

で

「
謝し

ゃ

罪ざ
い

は
あ
ま
り
に
も
遅お

そ

過す

ぎ
る
」
と
も
指し

摘て
き

し
た
。

う
。
大た

い

会か
い

中
ち
ゅ
う

の
選せ

ん

手し
ゅ

は
勝か

っ

手て

に
レ
ス
ト
ラ
ン

へ
食た

べ
に
行い

け

ず
、
専せ

ん

属ぞ
く

シ
ェ

フ
が
作つ

く

っ
た
も

の
し
か
食た

べ
ら

れ
な
い
。「
だ

　

ブ
ラ
ジ
ル
秋あ

き

田た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
川か

わ

合い

昭あ
き
ら

会か
い

長ち
ょ
う）
は
、
創そ

う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
１
０

月が
つ

２
５
日に

ち

に
、
聖せ

い

市し

の
ブ
ラ

れ
る
の
で
は
」
と
期き

待た
い

を
寄よ

せ
る
。

　

３
月が

つ

１
日た

ち

に
は
「
第だ

い

５
回か

い

本ほ
ん

荘じ
ょ
う

追お
い

分わ
け

ブ
ラ
ジ
ル
大た

い

会か
い

」

貸か

し
て
く
れ
る

こ
と
に
な
り
、
一い

っ

般ぱ
ん

の
人ひ

と

に
も
開か

い

放ほ
う

し
て
イ
ベ
ン

ト
を
行お

こ
な

う
こ
と

に
な
っ
た
。
当と

う

日じ
つ

は
入

に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

も

訪お
と
ずれ
る
と
い
う
。

　

佐さ

藤と
う

会か
い

長
ち
ょ
う

と
吉よ

し

岡お
か

黎れ
い

明め
い

副ふ
く

ジ
ル
三み

重え

県け
ん

人じ
ん

文ぶ
ん

化か

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

会か
い

館か
ん

で

行お
こ
なう
。
川か

わ

合い

会か
い

長ち
ょ
うは

「
昨さ

く

年ね
ん

か

ら
知ち

事じ

や

県け
ん

議ぎ

会か
い

な

ど
、
３
０

以い

上じ
ょ
うの
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

・
機き

関か
ん

に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

を
呼よ

び

掛か

け
て
い

る
。
知ち

事じ

は
過か

去こ

に

２
度ど

来ら
い

伯は
く

し
て
お

り
、
今こ

ん

回か
い

も
来き

て
く
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最さ
い

初し
ょ

に
同ど

う

事じ

業ぎ
ょ
うの
概が

い

要よ
う

と
し

て
、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

に
ル
ー
ツ
を
持も

つ
若わ

か

者も
の

を
母ぼ

県け
ん

に
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
、

将し
ょ
う

来ら
い

、
県け

ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
の

懸か

け
橋は

し

と
な
る
こ
と
が
望の

ぞ

ま

れ
て
い
る
と
説せ

つ

明め
い

し
た
。
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

が
総そ

う

務む

省し
ょ
うか
ら
採さ

い

択た
く

を

受う

け
た
「
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と
国こ

く

内な
い

自じ

治ち

体た
い

と
の
連れ

ん

携け
い

促そ
く

進し
ん

事じ

業ぎ
ょ
う」
も
同ど

う

時じ

に
実じ

っ

施し

し

興こ
う

の
歩あ

ゆ

み
を
ブ
ラ
ジ
ル
に
伝つ

た

え
て
ほ
し
い
」
と
の
期き

待た
い

を

述の

べ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

の
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

会か
い

長ち
ょ
う

は
「
地じ

震し
ん

か
ら
９
年ね

ん

が

経た

っ
た
現げ

ん

状じ
ょ
うを
、
日に

っ

系け
い

の
若わ

か

今い
ま

井い

会か
い

長ち
ょ
う「
次つ

ぎ

の
報ほ

う

告こ
く

会か
い

を
設も

う

け
る
」

て
い
る
。

　

来ら
い

賓ひ
ん

の
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

サ
ン

パ
ウ
ロ
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は
、

「
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

と
し
て
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

の
復ふ

っ

興こ
う

は
重

じ
ゅ
う

要よ
う

。
五ご

輪り
ん

で
世せ

界か
い

の
人ひ

と

達た
ち

に
見み

て
も
ら
い
感か

ん

謝し
ゃ

を
伝つ

た

え
た
い
」と
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
、

「
今い

ま

井い

会か
い

長ち
ょ
う

が
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
活か

つ

動ど
う

を
活か

っ

発ぱ
つ

に
行お

こ
な

う
の
に
敬け

い

意い

を
表ひ

ょ
う

す
る
。
伝で

ん

統と
う

文ぶ
ん

化か

と
復ふ

っ

　
「
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

は
も
う
大だ

い

丈
じ
ょ
う

夫ぶ

。
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
も
大お

お

勢ぜ
い

の
人ひ

と

に
訪お

と
ず

れ
て
ほ
し
い
」。

研け
ん

修し
ゅ
う

内な
い

容よ
う

を
ま
と
め
た
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
２
人り

が
交こ

う

互ご

に
読よ

み
上あ

げ
、
各か

く

視し

察さ
つ

先さ
き

で
学ま

な

ん
だ
震し

ん

災さ
い

後ご

の
取と

り

組く
み

を

紹し
ょ
う

介か
い

し
、
そ
う
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
た
。

　

今い
ま

井い

由ゆ

美み

マ
リ
ナ
会か

い

長ち
ょ
うは

米
べい

大
たい

陸
りく

研
けん

修
しゅう

事
じ

業
ぎょう

　福
ふく

島
しま

県
けん

庁
ちょう

による「令
れい

和
わ

元
がん

年
ねん

度
ど

中
ちゅう

南
なん

米
べい

・北
ほく

米
べい

移
い

住
じゅう

者
しゃ

子
し

弟
てい

受
うけ

入
いれ

研
けん

修
しゅう

」に参
さん

加
か

したブラジル福
ふく

島
しま

県
けん

人
じん

会
かい

青
せい

年
ねん

部
ぶ

の佐
さ

藤
とう

レヴィさん（32、三
さん

世
せい

）と村
むら

上
かみ

アガタ・サユリさん（22、五
ご

世
せい

）
の帰

き

国
こく

報
ほう

告
こく

会
かい

が、２月
がつ

16 日
にち

午
ご

後
ご

にサンパウロ市
し

の同
どう

県
けん

人
じん

会
かい

会
かい

館
かん

で行
おこな

われ、41 人
にん

の来
らい

場
じょう

者
しゃ

が熱
ねっ

心
しん

に聴
き

き入
い

った。２人
り

は母
ぼ

県
けん

の復
ふっ

興
こう

状
じょう

況
きょう

や文
ぶん

化
か

体
たい

験
けん

、郷
きょう

土
ど

の歴
れき

史
し

等
など

の視
し

察
さつ

結
けっ

果
か

を発
はっ

表
ぴょう

。報
ほう

告
こく

会
かい

後
ご

のアンケートでは、９割
わり

以
い

上
じょう

が２人
り

の話
はなし

を聞
き

いて「福
ふく

島
しま

県
けん

に行
い

きたい」と回
かい

答
とう

する等
など

、成
せい

果
か

が感
かん

じられるものとなった。

い
人ひ

と

た
ち
に
も
見み

せ
て
あ
げ

た
い
と
い
う
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

庁ち
ょ
うの
温

あ
た
た

か
い
思お

も

い
が
伝つ

た

わ
っ
て
き
て

嬉う
れ

し
い
」
と
取と

り

組く
み

を
称

し
ょ
う

賛さ
ん

し

た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
小お

原ば
ら

彰あ
き
ら

会か
い

長ち
ょ
う

補ほ

佐さ

も
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
述の

べ
た
他ほ

か

、
来ら

い

賓ひ
ん

に
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

の
税さ

い

田た

清せ
い

七し
ち

副ふ
く

会か
い

長
ち
ょ
う

や
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
会か

い

長ち
ょ
うら
も
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

　

報ほ
う

告こ
く

会か
い

後ご

、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
渡わ

た

辺な
べ

ヴ
ァ
ル
テ
ル
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うは
「
２
人り

は
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
目も

く

的て
き

を
良よ

く
理り

解か
い

し
て
い

る
の
が
伝つ

た

わ
っ
て
き
た
」
と

称し
ょ
う

賛さ
ん

し
、「
彼か

れ

等ら

に
は
人ひ

と

を

巻ま

き
込こ

む
力ち

か
ら

が
あ
る
。
優ゆ

う

秀し
ゅ
うな
２
人り

な
ら
、
今こ

ん

回か
い

の
学ま

な

び
を
今こ

ん

後ご

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
活か

つ

動ど
う

に
繋つ

な

げ
ら
れ
る
と
思お

も

う
」
と

語か
た

っ
た
。

　

今い
ま

井い

会か
い

長ち
ょ
う

は
、「
２
人り

に

は
若わ

か

手て

を
連つ

れ
て
き
て
ほ
し

「福
ふく

島
しま

は大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

、皆
みな

で訪
おとず

れて！」

温あ
た
たか
い
応お

う

援え
ん

を
数か

ず

多お
お

く
頂い

た
だ

い

て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
応お

う

援え
ん

を
頂い

た
だ

き
な
が
ら
、
福ふ

く

島し
ま

の

復ふ
っ

興こ
う

は
着

ち
ゃ
く

実じ
つ

に
前ぜ

ん

進し
ん

し
て
お

り
ま
す
。

　

た
だ
一い

っ

方ぽ
う

で
、福ふ

く

島し
ま

県け
ん

は
、

地じ

震し
ん

・
津つ

波な
み

・
原げ

ん

発ぱ
つ

事じ

故こ

・

風ふ
う

評ひ
ょ
うと
い
っ
た
複ふ

く

合ご
う

災さ
い

害が
い

に

直ち
ょ
く

面め
ん

し
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ

復ふ
っ

興こ
う

の
道み

ち

の
り
は
途と

上じ
ょ
うで
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中な

か

、
今こ

ん

回か
い

、

皆み
な

さ
ん
に
は
比ひ

較か
く

的て
き

長な
が

い
期き

間か
ん

に
わ
た
っ
て
、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

の

浜は
ま

通ど
お

り
・
中な

か

通ど
お

り
・
会あ

い

津づ

地ち

方ほ
う

を
巡め

ぐ

っ
て
い
た
だ
き
、
県け

ん

内な
い

全ぜ
ん

体た
い

の
復ふ

っ

興こ
う

状じ
ょ
う

況き
ょ
うを
ご
覧ら

ん

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
過か

程て
い

で
、
福ふ

く

島し
ま

が
誇ほ

こ

る
様さ

ま

々ざ
ま

な

宝た
か
ら

物も
の

を
感か

ん

じ
て
い
た
だ
け
た

こ
と
と
思お

も

い
ま
す
。

例た
と

え
ば
、
自し

然ぜ
ん

環か
ん

境き
ょ
う、
歴れ

き

史し

・
伝で

ん

統と
う

文ぶ
ん

化か

、
お
い
し
い

食し
ょ
く、
そ
し
て
温あ

た
た

か
い
人に

ん

間げ
ん

性せ
い

、
こ
う
し
た
福ふ

く

島し
ま

の
宝た

か
ら

に

つ
い
て
、
皆み

な

さ
ん
自じ

身し
ん

が
実じ

っ

感か
ん

さ
れ
た
こ
と
を
母ぼ

国こ
く

に
持も

ち
帰か

え

り
、
第だ

い

二に

の
故ふ

る

郷さ
と

「
福ふ

く

島し
ま

」
の
現げ

ん

状じ
ょ
うや
魅み

力り
ょ
くを
広ひ

ろ

く

発は
っ

信し
ん

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

さ
い
わ

い
で
す
。

皆み
な

さ
ん
は
、
福ふ

く

島し
ま

と
そ
れ

ぞ
れ
の
母ぼ

国こ
く

と
を
結む

す

ぶ
、
友ゆ

う

好こ
う

の
懸か

け
橋は

し

で
す
。
是ぜ

非ひ

、

ま
た
次つ

ぎ

の
機き

会か
い

に
、
今こ

ん

度ど

は

御ご

家か

族ぞ
く

や
友ゆ

う

人じ
ん

と
共と

も

に
、
も

う
一い

ち

度ど

、
福ふ

く

島し
ま

に
行い

っ
て
み

よ
う
、
日に

本ほ
ん

に
行い

っ
て
み
よ

う
、
そ
う
思お

も

っ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
期き

待た
い

し
て
お
り
ま

す
。皆み

な

さ
ん
の
今こ

ん

後ご

の
御ご

健け
ん

勝し
ょ
う

と
母ぼ

国こ
く

で
の
御ご

活か
つ

躍や
く

、
そ
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
国く

に

と
福ふ

く

島し
ま

と

の
友ゆ

う

好こ
う

交こ
う

流り
ゅ
うが
更さ

ら

に
促そ

く

進し
ん

さ

れ
る
こ
と
を
願ね

が

っ
て
、
私わ

た
し

の

挨あ
い

拶さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

福ふ
く

島し
ま

県け
ん

知ち

事じ

内う
ち

堀ぼ
り

雅ま
さ

雄お

帰
き

国
こく

報
ほう

告
こく

会
かい

終
しゅう

了
りょう

後
ご

の集
しゅう

合
ごう

写
しゃ

真
しん

福
ふく

島
しま

県
けん

い
。
レ
ヴ
ィ
は
行い

く
前ま

え

か
ら

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発は

っ

揮き

し

て
く
れ
、
ア
ガ
タ
も
よ
く
手て

伝つ
だ

っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、

期き

待た
い

し
て
い
る
。
他た

団だ
ん

体た
い

の

若わ
か

い
人ひ

と

や
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

を
集あ

つ

め
て
、
改あ

ら
た

め
て
プ
レ
ゼ

ン
を
行お

こ
な

う
こ
と
も
考か

ん
が

え
て
い

る
」
と
今こ

ん

後ご

の
活か

つ

動ど
う

に
つ
い

て
語か

た

っ
た
。

ル
ー
ツ
に
目め

覚ざ

め
た

レ
ヴ
ィ
さ
ん

　

得と
く

意い

の
英え

い

語ご

を
駆く

使し

し
て

他た

国こ
く

の
研け

ん

修し
ゅ
う

生せ
い

に
対た

い

し
て

も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発は

っ

揮き

し
、
各か

く

視し

察さ
つ

先さ
き

で
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
学ま

な

ぶ
姿し

勢せ
い

を
見み

せ
て
い
た

青せ
い

年ね
ん

部ぶ

部ぶ

長ち
ょ
うの
佐さ

藤と
う

レ
ヴ
ィ

さ
ん
。
報ほ

う

告こ
く

会か
い

の
後あ

と

は
「
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

の
復ふ

っ

興こ
う

へ
の
努ど

力り
ょ
く、
県け

ん

民み
ん

の
暮く

ら
し
ぶ
り
を
学ま

な

べ
て

本ほ
ん

当と
う

に
良よ

か
っ
た
」
と
笑え

顔が
お

を
見み

せ
た
。

　

ま
た
、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

で
親し

ん

戚せ
き

の

真さ
な

田だ

順じ
ゅ
んさ
ん
一い

っ

家か

に
会あ

え
た

こ
と
や
、
文ぶ

ん

化か

の
体た

い

験け
ん

や

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
日に

本ほ
ん

の
習

し
ゅ
う

慣か
ん

に
触ふ

れ
た
こ
と
で
、「
忘わ

す

れ
か
け
て
い
た
自じ

分ぶ
ん

の
ル
ー

ツ
を
思お

も

い
出だ

す
こ
と
が
で
き

た
」
と
喜よ

ろ
こ

ぶ
。

　

今こ
ん

後ご

の
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

の
活か

つ

動ど
う

で
は
、
学ま

な

ん
だ
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
体た

い

験け
ん

す
る
場ば

を
提て

い

供き
ょ
う

す

る
こ
と
を
考か

ん
が

え
て
お
り
、

青せ
い

年ね
ん

部ぶ

の
部ぶ

長ち
ょ
うと
し
て
「
ま

だ
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

へ
行い

っ
た
こ
と

な
い
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

の
メ
ン
バ
ー

に
対た

い

し
ど
ん
ど
ん
母ぼ

県け
ん

へ

送お
く

り
出だ

し
た
い
」
と
意い

欲よ
く

も
見み

せ
る
。
ま
た
、
レ
ヴ
ィ

さ
ん
は
「
他ほ

か

の
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

と
も
協き

ょ
う

力り
ょ
く

し
て
イ
ベ
ン
ト

等な
ど

を
企き

画か
く

し
、
学ま

な

ん
だ
こ

と
を
共き

ょ
う

有ゆ
う

し
た
い
」
と
い

う
考か

ん
が

え
も
語か

た

っ
た
。

学ま
な

び
を
県け

ん

人じ
ん

会か
い

活か
っ

性せ
い

化か

に

活い

か
す
ア
ガ
タ
さ
ん

　
「
初は

じ

め
て
の
日に

本ほ
ん

は
習し

ゅ
う

慣か
ん

、
環か

ん

境き
ょ
う、
礼れ

い

儀ぎ

…
何な

に

も

か
も
ブ
ラ
ジ
ル
と
違ち

が

っ
て

驚お
ど
ろ

き
の
連れ

ん

続ぞ
く

だ
っ
た
」。
村む

ら

上か
み

ア
ガ
タ
・
サ
ユ
リ
さ
ん

は
そ
う
微ほ

ほ

笑え

む
。
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先さ

き

で
は
、「
高こ

う

祖そ

父ふ

の
実じ

っ

家か

が
あ
っ
た
場ば

所し
ょ

を

探さ
が

し
て
連つ

れ
て
行い

っ
て
く

れ
た
の
よ
」
と
そ
の
心こ

こ
ろ

遣づ
か

い
に
感か

ん

動ど
う

し
た
。
ア
ガ
タ

さ
ん
の
高こ

う

祖そ

父ふ

は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

で
最さ

い

初し
ょ

に
ブ
ラ
ジ
ル
へ

移い

住じ
ゅ
うし
た
笠か

さ

戸と

丸ま
る

移い

民み
ん

だ
。

　

最も
っ
と

も
印い

ん

象し
ょ
う

深ぶ
か

か
っ
た
の

は
、
新し

ん

地ち

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
で
見み

た
太た

い

陽よ
う

光こ
う

パ
ネ
ル

だ
。「
震し

ん

災さ
い

後ご

に
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

も
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
設せ

っ

置ち

し
た
と
聞き

い
て

凄す
ご

い
こ
と
だ
と
思お

も

っ
た
」
と

語か
た

り
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
違ち

が

い

に
驚お

ど
ろ

く
。

　

意い

見け
ん

交こ
う

換か
ん

会か
い

で
学ま

な

ん
だ

他た

国こ
く

の
取と

り

組く
み

を
早さ

っ

速そ
く

、
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

の
活か

つ

動ど
う

で
取と

り
入い

れ
、

イ
ビ
ラ
プ
エ
ラ
公こ

う

園え
ん

で
ピ

ク
ニ
ッ
ク
を
行お

こ
な

っ
た
。「
今こ

ん

後ご

も
研け

ん

修し
ゅ
う

で
学ま

な

ん
だ
こ
と

を
生い

か
し
て
、
皆み

な

で
若わ

か

い

人ひ
と

達た
ち

を
呼よ

ぶ
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
を
行お

こ
な

っ
て
い
き
た
い
」

と
語か

た

っ
た
。

中
ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い･

北ほ
く

 べ
い

 い

 じ
ゅ
う

 し
ゃ

 し

 て
い

 け
ん

 し
ゅ
う

米
移
住
者
子
弟
研
修
中ち

ゅ
うに
内う

ち

堀ぼ
り

雅ま
さ

雄お

県け
ん

知ち

事じ

を
表

ひ
ょ
う

敬け
い

訪ほ
う

問も
ん

し
た
研け

ん

修し
ゅ
う

生せ
い

一い
っ

行こ
う

に
対た

い

し
、
内う

ち

堀ぼ
り

知ち

事じ

は
次つ

ぎ

の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈お

く

っ
た
。

会
あい

津
づ

若
わか

松
まつ

のシンボル『鶴
つる

ヶ
が

城
じょう

』

桃
もも

の王
おう

様
さま

で皇
こう

室
しつ

献
けん

上
じょう

桃
もも

の「あか
つき」

廣
ひろ

酒
しゅ

造
ぞう

で日
に

本
ほん

酒
しゅ

を試
し

飲
いん

する研
けん

修
しゅう

生
せい

たち

発
はっ

表
ぴょう

する佐
さ

藤
とう

レヴィさん

発
はっ

表
ぴょう

する村
むら

上
かみ

アガタ・サユリさん

佐
さ

藤
とう

直
なお

樹
き

テルシオさん、今
いま

井
い

純
じゅん

サムエルさん、
渡
わた

辺
なべ

ユミ・フェルナンダさん

研
けん

修
しゅう

生
せい

一
いっ

行
こう

に挨
あい

拶
さつ

する内
うち

堀
ぼり

雅
まさ

雄
お

県
けん

知
ち

事
じ

体
たい

験
けん

談
だん

を聞
き

き期
き

待
たい

する若
わか

者
もの

たち

　「発
はっ

表
ぴょう

がと
ても良

よ

くて、
福
ふく

島
しま

県
けん

に留
りゅう

学
がく

したい気
き

持
も

ちが強
つよ

くなっ
た」。２人

り

の
発
はっ

表
ぴょう

後
ご

、 青
せい

年
ねん

部
ぶ

の渡
わた

辺
なべ

ユ
ミ・フェルナ
ンダさん（24、
三
さん

世
せい

）は、そう感
かん

想
そう

を述
の

べて微
ほほえ

笑んだ。
　２人

り

の研
けん

修
しゅう

成
せい

果
か

を聞
き

いて「福
ふく

島
しま

県
けん

庁
ちょう

の復
ふっ

興
こう

への頑
がん

張
ば

り
がとても良

よ

く分
わ

かった」とし、東
とう

京
きょう

五
ご

輪
りん

の聖
せい

火
か

リレーが
福
ふく

島
しま

県
けん

のＪヴィレッジから始
はじ

まるという発
はっ

表
ぴょう

には「『福
ふく

島
しま

はもう大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

』というアピールになる」と喜
よろこ

ぶ。
　レヴィさんの弟

おとうと

、佐
さ

藤
とう

直
なお

樹
き

テルシオさん（25、三
さん

世
せい

）
は「福

ふく

島
しま

と検
けん

索
さく

すると悪
わる

い内
ない

容
よう

が出
で

てくる」とネガティ
ブな印

いん

象
しょう

が強
つよ

かった。だが話
はなし

を聞
き

いて「日
に

本
ほん

は技
ぎ

術
じゅつ

があ
る。今

いま

はもう大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

だと分
わ

かった」と安
あん

心
しん

した。
　特

とく

に印
いん

象
しょう

的
てき

だったのは、兄
あに

が自
じ

分
ぶん

達
たち

の親
しん

戚
せき

と初
はじ

めて
会
あ

ったことや、一
いち

度
ど

も訪
おとず

れた事
こと

がない日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

だ。「い
つか行

い

ければ」と希
き

望
ぼう

に胸
むね

を膨
ふく

らませた。
　今

いま

井
い

由
ゆ

美
み

マリナ会
かい

長
ちょう

の息
むす

子
こ

の今
いま

井
い

サムエル純
じゅん

さん（17、
三
さん

世
せい

）は、幼
おさな

い頃
ころ

から母
はは

親
おや

につれられて県
けん

人
じん

会
かい

に来
き

てい
る。今

こん

回
かい

の発
はっ

表
ぴょう

を見
み

て、「思
おも

った以
い

上
じょう

に復
ふっこう

興していて技
ぎ

術
じゅつ

力
りょく

が凄
すご

いと思
おも

った」と驚
おどろ

き、「発
はっ

表
ぴょう

で知
し

れて良
よ

かった
し、いつか自

じ

分
ぶん

も福
ふく

島
しま

県
けん

へ留
りゅう

学
がく

したい」と目
め

を輝
かがや

かせた。

内
うち

堀
ぼり

県
けん

知
ち

事
じ

と研
けん

修
しゅう

生
せい

一
いっ

行
こう

で記
き

念
ねん

写
しゃ

真
しん

　

皆み
な

さ
ん
、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

に
よ
う

こ
そ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
県け

ん

民み
ん

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て
皆み

な

さ

ん
を
心こ

こ
ろ

か
ら
歓か

ん

迎げ
い

い
た
し
ま

す
。

　

２
０
１
１
年ね

ん

の
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

、
原げ

ん

子し

力り
ょ
く

発は
つ

電で
ん

所し
ょ

の
事じ

故こ

か
ら
間ま

も
な
く
１
０
年ね

ん

目め

に
入は

い

り
ま
す
。
こ
の
間か

ん

、
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

あ
る
い
は
北ほ

く

米べ
い

の
皆み

な

さ

ん
を
始は

じ

め
、
世せ

界か
い

の
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
皆み

な

さ
ん
か
ら
、「
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

、
が
ん
ば
れ
！
」
と
の

元
もと

会
かい

長
ちょう

「ブラジルを良
よ

くして」

　研
けん

修
しゅう

生
せい

２人
り

の発
はっ

表
ぴょう

を聞
き

い
た 第

だい

13
代
だい

会
かい

長
ちょう

の
大
おお

山
やま

義
よし

夫
お

さん（85、
福
ふく

島
しま

県
けん

）
は、開

かい

口
こう

一
いち

番
ばん

に「学
まな

びの多
おお

い
研
けん

修
しゅう

だったことが伝
つた

わってき
て、とても良

よ

かった」と満
まん

足
ぞく

そうに笑
え

みを浮
う

かべた。
　母

ぼ

県
けん

の復
ふっ

興
こう

への取
とり

組
くみ

に対
たい

し
ても「技

ぎ

術
じゅつ

を駆
く

使
し

して頑
がん

張
ば

っ
ている」と感

かん

心
しん

した様
よう

子
す

。今
こん

後
ご

の若
わか

者
もの

達
たち

への期
き

待
たい

について
は、「学

まな

んだことをどう発
はっ

信
しん

し
ていくかが大

だい

事
じ

。日
に

本
ほん

の良
よ

い
所
ところ

をぜひブラジルに取
と

り入
い

れ
て、この社

しゃ

会
かい

を良
よ

くしてほし
い」と期

き

待
たい

を述
の

べた。

第
だい

13 代
だい

会
かい

長
ちょう

の大
おお

山
やま

義
よし

夫
お

さん

れて！れて！れて！」」」
帰き

国こ
く

報ほ
う

告こ
く

会か
い

を
会か

い

館か
ん

で
実じ

っ

施し

内
うち

堀
ぼり

雅
まさ

雄
お

県
けん

知
ち

事
じ
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